


 

「歩いて魅
・

たくなるまちづくり」をめざして 

 

日々の生活を過ごすなか、私たちは、ややもすれば自分だけの感

覚でものごとを判断し、相手の立場や置かれている状況をつい忘れ

てしまうことがありますが、たとえば、若い時には何でもなかった

敷居の段差が気になるような年代になって初めて、「バリアフリー」

の大切さを実感するようになるのではないでしょうか。 

また、日ごろは「バリア」を感じていない人でも、病気になった

り、けがをした時、妊産婦になった時、あるいは乳幼児を連れて歩いた時、まちのあちこち

に不便や危険を感じることで、やはり初めて、「バリアフリー」の大切さを実感するように

なるのではないでしょうか。バリアフリー、つまり障壁のない社会は、高齢者や障害を抱え

る方々だけではなく、すべての人たちが「歩いて魅
・

たくなる」「住んで魅
・

たくなる」そうし

たまちづくりにつながっていくものと考えます。 

そうしたなか、この度、本市は、平成18年に施行された、いわゆるバリアフリー新法に基

づき『大和郡山市バリアフリー基本構想』を策定し、基本方針や整備内容、ソフト面の取り

組みなどについて定めました。 

構想の策定にあたっては障害者、高齢者、学識者、関係団体代表者、関係事業者の方々か

らなる協議会を設置し、市民に対するアンケート調査や、ヒアリング、ワークショップ、タ

ウンウォッチングに取り組み、バリアフリーの方向性を明らかにしていただきました。 

この後は、本基本構想に基づき、市民、関係者の協力のもと、本市のバリアフリー化の促

進と質の向上を図っていきたいと考えております。 

本基本構想の策定にあたりまして、ご尽力をいただきました協議会委員の方々をはじめ、

アンケート、ワークショップ等にご協力をいただきました市民、関係団体、関係機関の皆様

方に心から厚く御礼を申し上げますとともに、今後ともご理解とご協力を賜りますようお願

い申し上げ、冒頭の挨拶とさせていただきます。 

誠にありがとうございました。 

 

  平成24年3月 

大和郡山市長 上 田  清 



 

大和郡山市バリアフリー基本構想 
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第１章 基本構想の概要 
 

はじめに 

 大和郡山市では、JR 郡山駅、近鉄郡山駅周辺の徒歩圏を対象とした地区（以下「JR・近鉄郡

山駅周辺地区」）において、駅や周辺の道路、建築物などのバリアフリー化を推進するため、「高

齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」（以下「バリアフリー新法」）に基づき、

「大和郡山市バリアフリー基本構想」（以下「基本構想」）を策定することとしました。 

 

 

１-１ 基本構想策定の背景 

(1) わが国の社会的背景 

わが国においては、諸外国に例を見ないほど急速に高齢化が進んでいます。平成72年（2060

年）には、国民の2.5人に1人が65歳以上の高齢者となる高齢化社会が到来するとされています。

（＊国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」） 

さらに、障害者が社会の様々な活動に参加する機会を確保することが求められていることな

どからも、高齢者、障害者等の自立した日常生活及び社会生活を確保することが重要となって

います。 

そのため高齢者、障害者等の移動、または施設の利用等に係る身体の負担を軽減し、利便性

及び安全性を向上させることが急務となっています。 

 

(2) 「バリアフリー新法」の制定 

高齢者や身体障害者等が自立した日常生活や社会生活を営むことができる都市環境を整備す

ることが強く求められた状況で、平成12年11月に「高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利

用した移動の円滑化の促進に関する法律」（以下「交通バリアフリー法」）が施行されました。 

一方で平成6年6月に制定された、「高齢者、身体障害者等が円滑に利用できる特定建築物の建

築の促進に関する法律」（以下「ハートビル法」）により不特定多数が利用する一定規模(2,000m2）

以上の建築物のバリアフリー化が義務づけられてきました。 

しかし、より一体的・総合的なバリアフリー施策の推進を図るため、「交通バリアフリー法」

と「ハートビル法」を統合・拡充した「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法

律」（以下「バリアフリー新法」）が平成18年6月21日に公布され、平成18年12月20日に施行さ

れました。 

■ 「バリアフリー化」とは？ 

施設や経路（歩道等）を、誰もが安全に安心して移動できるようにバリア（障壁）を除去
する対策を考えていきます。例えば、 
・ 歩道の勾配の改善や平坦性の確保 
・ 視覚障害者誘導用ブロック（点字ブロック）の適切な設置 
・ 階段や段差の解消 
・ わかりやすい施設への案内やサインの充実 
・ 音響信号の設置 
・ マナーの向上をよびかける広報や啓発                   等 
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(3) 大和郡山市の状況 

大和郡山市においても全国的な傾向と同様に、将来人口が減少し少子・高齢化の傾向が強ま

ると想定されます。平成32年（2020年）には老年人口が30.2%となり、市民の3～4人に1人が

65歳以上の高齢者となる高齢化社会になると予測されています。そのため、大和郡山に住み続

けたくなる魅力あるまちづくりにむけた政策展開をすることが急務となっています。 

そのため本市においては、平成18年（2006年）から平成27年（2015年）を計画期間とした「大

和郡山市第3次総合計画」を定め「平和のシンボル、金魚が泳ぐ城下町」を合言葉に「安全・快

適な暮らし」や「健康・福祉・生きがいづくり」に向けたまちづくりが進められています。 

 

 

１-２ 基本構想の目的 

 大和郡山市においても高齢化社会が到来し、高齢者の働く機会がこれまで以上に増加するこ

とが見込まれ、また、障害を抱える方の社会活動もますます活発化しています。さらに、日頃

は「バリア」を感じていない人であっても、病気やケガをした時、妊産婦となった時、あるい

は乳幼児を連れている時には、「バリアフリーな社会」の必要性を痛感します。このような意味

から、「バリアフリーな社会」は、高齢者や障害者の方だけでなく、すべての人にとって生活し

やすい社会です。 

 そうした認識のもと、本市においてはバリアフリー新法の施行を受け、駅、公共施設、福祉

施設等、市民が利用する公共性の高い施設が集まった「JR・近鉄郡山駅周辺地区」について、

バリアフリー化を推進するための基本構想を策定しました。そして、人にやさしいバリアフリ

ーなまちづくりとして、誰もが住みやすく、また、住みたくなるような環境を整備し、市民一

人ひとりが誇りと生きがいを持てるまちづくりをすすめることを目的とします。 
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１-３ 基本構想の位置づけ 

 本基本構想は、高齢者や障害者等の日常生活や社会生活における移動や施設の利用に際して、

その利便性、安全性の向上の促進を図る環境整備の一環として、関係者が互いに連携し、JR・

近鉄郡山駅及びその周辺の道路、建築物などのバリアフリー化を重点的・一体的に推進してい

くため、その基本事項として、関連法令や上位計画、関連計画と整合を図りながら、バリアフ

リー化を推進するための基本方針や実施すべきバリアフリー化事業の内容などを定めたもので

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高齢者、障害者等の自立した日常生活及び社会生活を確保するこ

との重要性にかんがみ、公共交通機関の旅客施設及び車両等、道路、

路外駐車場、公園施設並びに建築物の構造及び設備を改善するため

の措置、一定の地区における旅客施設、建築物等及びこれらの間の

経路を構成する道路、駅前広場、通路その他の施設の一体的な整備

を推進するための措置を講ずることにより、高齢者、障害者等の移

動上及び施設の利用上の利便性及び安全性の向上の促進を図り、も

って公共の福祉の増進に資することを目的とする。 

バリアフリー新法「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の
促進に関する法律」         平成 18年 6 月 

奈良県住みよい福祉のまちづく
り条例     平成 7年 3 月 

・住みよい福祉のまちづくりについ

て、基本理念を定め、並びに県、事業

者及び県民の責務を明らかにすると

ともに、障害者、高齢者等をはじめと

するすべての県民にとって安全で快

適な生活環境の整備を推進し、もって

県民の福祉の増進に資することを目

的とする。 

根 拠 

大和郡山市バリアフリー基本構想～JR・近鉄郡山駅周辺移動等円滑化基本構想～ 

【バリアフリー新法第二十五条第一項】 

・市町村は、基本方針に基づき、単独で又は共同して、当該市町村の区域内の重点整備地区について、移

動等円滑化に係る事業の重点的かつ一体的な推進に関する基本的な構想（以下「基本構想」という。）を作

成することができる。 

関連計画 

大和郡山市第 3 次総合
計画後期基本計画 
 平成 23 年 3月 
【概要】 

本市のまちづくりを進め

るうえでの最も基本とな

る計画であり、様々な分野

別計画の上位計画 

大和郡山市都市計画マスタープラン     平成 21年 3月 
【概要】 

都市計画法に基づく「都市計画の基本方針」 

【関連事項】 

■都市施設整備の方針 

「道路・交通施設の方針」： だれもが安心して、心地よく歩くことができるみ

ちづくり 

「公園・緑地整備の方針」： 市民が安全に利用しやすい公園・緑地の整備 

■重点地区（中心市街地）のまちづくりの方針 

近鉄郡山駅～JR 郡山駅周辺は、歴史的・文化的資源や商業・業務系の土地

利用が集積し、大和郡山市の中心的な市街地と位置づけられる地区として、

まちづくりのあり方を検討 

大和郡山市障害者福祉
長期計画（第二次：平
成 19 年 3 月）・第二次
大和郡山市障害福祉計
画（第二次：平成 21
年 3 月） 
【概要】 

「ノーマライゼーション」

と「リハビリテーション」

の理念のもと障害のある

人の「完全参加と平等」を

めざす。 

関連法令 
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１-４ バリアフリー新法をふまえた本基本構想の特徴 

(1) バリアフリー新法における改正点と本構想での検討方針 

バリアフリー新法は、交通バリアフリー法とハートビル法で既に定められていた内容を踏襲

しつつ、この2つの法律では措置されなかった新しい内容が盛り込まれています。これらの改正

点をふまえた、本構想の検討方針を以下に示します。 

 

【バリアフリー新法における改正点】           【本構想の検討方針】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 対象者の拡大 

従来は高齢者、身体障害者だけでしたが、新法
では「高齢者」、「障害者」と規定され、知的障害
者、精神障害者、発達障害者が加わり、高齢者と
すべての障害者が法の対象となりました。 

■ 対象物の拡大 

従来は建物や公共交通機関だけでしたが、新法
では路外駐車場、都市公園などの日常生活で利用
する施設が加わり、生活空間全体におけるバリア
フリー化を進めることとなりました。 

■ 重点整備地区要件の拡大 

従来は、大きな鉄道駅などがある地域のみを移
動等の円滑化を図る重点整備地区とし、基本構想
を作成することができるとされていましたが、新
法では駅がない地域や、建築物、路外駐車場、都
市公園、そしてこれらをつなぐ経路なども基本構
想や特定事業の対象となりました。 

■ 当事者の参画 

利用者の視点を反映させるべく、基本構想作成
時の協議会制度の法定化や利用者や、地域住民か
らの基本構想提案制度の創設が図られました。 

■ ソフト施策の充実 

バリアフリー化の推進に当たって、当事者参加
のもと、施策を検証し新たな施策や措置を講じて
段階的・継続的な発展を図っていくという「スパ
イラルアップ」という手法がとりいれられまし
た。 
また、国民の理解と協力を求める「心のバリアフ
リー」が規定されています。 

対象者をより広い枠組みで捉え、高齢

者、障害者のみならず荷物を持つ人、け

がをした人、妊産婦、幼児連れの人、初

めて大和郡山市を訪れる来訪者などを

想定します。 

駐車場、公園等も対象施設とし、連続し

た移動の円滑化を図ることをめざしま

す。 

重点整備地区の選定にあたっては、市全

域の施設の立地状況やまちづくりの状況

等を考慮しました。 

基本構想の検討は関係者が参加する協

議会を通じて行いました。併せて、ワー

クショップやヒアリングなど、利用者の

視点を反映させるための調査を行いま

した。

ハード整備だけではなく関係者の理解

と協働のもと、継続的な取り組みとなる

ようなソフト施策についても重点的に

検討を行いました。 
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第１回協議会(H23.10.6) 
【主な確認事項】 

・ 協議会の立ち上げ、進め方・調査方法の確認 

・ 重点整備地区の選定、基本方針 

 

 

 

 

平

成

23

年 

■ 障害者団体へのヒアリング調査（H23.9） 

９
月 

10
月 

11
月 

第３回協議会(H23.12.16) 
【主な確認事項】 

・ 問題点・課題、整備（案） 

12
月 

第４回協議会(H24.1.26) 
【主な確認事項】 

・ 基本構想（素案） 

平 

成 

24 

年 

 

３
月 

第５回協議会(H24.3.23) 
・ 基本構想（案） 

４
月
～ 

○ 特定事業計画の策定へ 

１
月 

２
月 

■ ワークショップ（H23.10.27） 

■ アンケート調査（H23.10～11） 

第２回協議会(H23.11.18) 
【主な確認事項】 

・ 重点整備地区の範囲、生活関連施設、生活関連経路 

■ 駅利用者ヒアリング調査（H23.11.8）

○ 議会報告（6 月予定） 

基本構想を策定 

■ タウンウォッチング（H23.12.2） 

■ 子育て世代の移動等に関する調査（H23.12.22）

■ パブリックコメント（H24.2.17～H24.3.9） 

図 １-１ 検討の経緯 
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１-５ 目標年次 

本基本構想の目標年次は、平成 33 年（2021 年）を基本とします。なお、「大和郡山市第 3 次

総合計画」が平成 27 年（2015 年）で終了するため、新たなまちづくりの構想の検討結果をふま

え、平成 28 年（2016 年）に本構想についても中間見直しを行うものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-２ 目標年次 

 

平成24年 

（2012年） 

平成28年 

（2016年） 

平成33年 

（2021年） 

基本構想 

平成27年 

（2015年） 

総合計画 

10 年（必要に応じ 5 年で見直し） 

平成18年 

（2006年） 

新・総合計画
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第２章 大和郡山市の現況 
 

２-１ 概況 

本市は、奈良県北部の大和平野に位置し、JR、近鉄の鉄道網、西名阪自動車道、国道 24 号バ

イパスなどの道路網により、広域的な交通条件に恵まれ、将来的には京奈和自動車道が南北に通

過する交通結節点となります。矢田丘陵に代表される緑、平坦部には大和川の支流である佐保川

と富雄川、金魚池や溜池を含めた条里制の仕組みを伝える田園風景と郡山城跡があり、多彩で豊

かな自然、歴史環境を有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-１ 本市の位置 
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２-２ 人口、高齢者数、障害者数など 

(1) 人口 

本市の人口は約9万人で、平成7年をピークに減少傾向となっています。 
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出典：国勢調査（平成 2 年～平成 22 年） 

 

図 ２-２ 人口の推移 

 

(2) 世帯数 

本市の人口が減少する一方で世帯数は増加しており、過去10年間で2,334世帯（6.4％）の増

加となっています。 

1世帯当たりの人口は年々減少し、平成22年で2.43人/世帯となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：奈良県推計人口（平成 2 年～平成 22 年） 

図 ２-３ 世帯数の推移 

29,657
32,237

34,189
35,314

36,523

2.95

2.75

2.60

2.43

3.13

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H2 H7 H12 H17 H22

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

世帯数 世帯あたり人口

世
帯

当
た

り
人

口
（
人

/
世

帯
）

世
帯

数
（
世

帯
）



2-3 

(3) 高齢者数 

年齢階層別人口を見ると、老齢人口割合は増加傾向にあり、平成2年の10.2％から平成22年に

は24.7％と高齢化が急速に進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査（平成 2 年～平成 22 年） 

図 ２-４ 年齢階層別人口の推移 

 

(4) 障害者数 

障害者手帳所持者数の推移を見ると、平成18年から平成22年までの伸び率は1.15と、増加傾

向にあります。今後、高齢化等に伴い障害者の数が増加していくことが想定されます。 
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出典：大和郡山市 

図 ２-５ 障害者手帳所持者数の推移 
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２-３ 鉄道駅と施設の立地状況 

大和郡山市内には JR（西日本旅客鉄道株式会社）２駅、近鉄（近畿日本鉄道株式会社）５駅

の計７駅が立地します。1 日の乗降客数は、近鉄ファミリー公園前駅を除く 6 駅で、1 日 3,000

人以上となっています。最も乗降客数が多いのは近鉄郡山駅です。バリアフリー状況でみると、

7 駅中 5 駅は概ねバリアフリー整備が進んでいます。 

また市内の主要な公共施設の立地状況をみると、近鉄郡山駅から JR 郡山駅にかけて公共施設

が集中しています。 

表 ２-１ 鉄道駅の状況 

経路の状況 トイレ  

駅 名 
１日の 

乗降者数 
(単位：人） 

駅入口
～ 

改札口 

改札口 
～ 

ホーム 

車いす
対応 

オスト
メイト

ベビー
ベッド

主な周辺施設 

大和小泉（＊ 16,046 ◎ ◎ あり あり あり 

・ 地域交流館「やすらぎ」

・ 片桐支所 

・ 片桐地区公民館 
Ｊ
Ｒ 

郡山 9,940 ◎ ◎ あり あり あり 

近鉄郡山 20,422 ◎ ◎ あり あり あり 

・ 大和郡山市役所 

・ 大和郡山市社会福祉会館

・ 中央公民館・市立体育館

（三の丸会館） 

・ やまと郡山城ホール 

（文化会館・武道館） 

・ 大和郡山市立図書館 

・ 大和郡山市市民交流館 

           等

九条（＊ 4,856 ◎ ◎ あり あり あり 

・ 九条スポーツセンター 

・ 県立奈良東養護学校 

・ 県立奈良養護学校 

・ 奈良医療センター 

筒井 8,348 ◎ ◎ あり あり あり 

・ 南部公民館 

・ 大和郡山市西池グラウンド

・県立盲学校、聾学校 

平端 4,269 ◎ △ あり なし なし 
・ 昭和支所 

・ 昭和地区公民館 

近
鉄 

ファミリー 

公園前 
374 ◎ 

○(大和西大

寺方面） 
△階段（橿原

方面） 

なし なし なし ・ 浄化センター公園 

◎：駅員または介助者なしで移動可能  ○：最小人数の駅員または介助者で移動可能 

△：数名の駅員または介助者が必要 

 
注１） JR の 1 日の乗降者数は「奈良県統計年鑑平成 22 年度版」より 1 日の乗車人員総数を 2

倍した。近鉄の１日の乗降者数は「奈良県統計年鑑平成 22 年度版」より 1 年の乗車人員
総数を 365 日で割り 2 倍した。 

注２） JR の「経路の状況」・「トイレの状況」は HP「JR おでかけネット」、近鉄の場合は HP
「近鉄電車ご利用案内・沿線情報」をもとに作成。 

注３） （＊：住みよい福祉のまちづくり条例適合証交付施設 
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図 ２-６ 主要な施設の立地状況 
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２-４ バス 

大和郡山市内の路線バスは、奈良交通株式会社が運行しています。市内の主要なバス路線は、

近鉄郡山駅を起終点とした矢田寺等各方面、市南部の国道 24 号（横田町付近）から王寺駅、JR

奈良駅及び近鉄奈良駅を結ぶ路線です。なお、最も運行本数が多い路線は、近鉄郡山駅及び JR

郡山駅からイオンモール大和郡山間を結ぶ２路線となっています。 

また、大和郡山市では、市内の主な公共施設等を結ぶコミュニティバスを、3 路線運行してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※奈良交通(株)ＨＰ、大和郡山市 HP をもとに作成 

 

 

 

図 ２-７ 市内のバスネットワーク 
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２-５ まちづくりの方向性 

平成 21 年 3 月に策定された「大和郡山市都市計画マスタープラン」では、「悠久の歴史が育む

にぎわい・快適・まごころ創造都市 大和郡山」をまちづくりの目標とし、都市づくりや地域づ

くりの方針が定められています。 

 

(1) 将来都市構造 

大和郡山市の特性を活かしつつ、市全体の都市の発展に向けた姿を示すものであり、将来の

土地利用や土地基盤に関する都市整備の方針の基本となるものです。 

既存の商業、業務機能が集積している JR・近鉄郡山駅周辺は、市の中心拠点となる「都市

核」と位置づけられています。また、郡山城跡周辺は「歴史・文化核」、「緑核」となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-８ 将来都市構造図 

出典：大和郡山市都市計画マスタープラン 
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(2) 地域づくりの方針 

市街化の進行状況、土地利用の状況等を考慮しつつ、「大和郡山市第 3 次総合計画」との整

合を図ったうえで、市内が 5 つに地区区分され、それぞれの都市づくりの方針が示されていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-９地域別構想の概要 

出典：大和郡山市都市計画マスタープラン 

 東東地地区区  平和、沿道の農村地帯

を中心とする地区 

農村集落と農業、商業、工業が共存

するまちづくり 

 北北地地区区  旧市街地(郡山地区）を

中心とする地区 

大和郡山市の中心にふさわしい風

格あるまちづくり 

 西西地地区区  矢田、片桐地区の新し

い住宅地を中心とする地区 

豊かな自然・歴史資源と共存する

住環境のまちづくり 

 南南地地区区  昭和工業団地（昭和・

筒井地区）を中心とする地区 

本市の産業をリードするにぎわい

あるまちづくり 

 中中央央地地区区  ＪＲ、近鉄の交差部

付近を中心とする地区 

金魚池と田園の中にあるうるおい

住環境のまちづくり 
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２-６ 障害者の市内の移動等に関する主な課題 

 大和郡山市内における移動時のバリアに関して、障害者を対象にヒアリング調査を実施しまし

た。その結果を、以下に整理します。 

 

表 ２-２ 障害種別の移動時の課題 

種別 主な特徴 移動時の特徴的な課題 

肢
体
不
自
由 

 上肢や下肢の切断、機能障害、
脳性マヒの方がおられます。移動
については杖、松葉杖、義足、自
力走行、電動の車いすを使用され
る方がいます。また、脳の損傷を
受けた方の中には身体マヒや機能
障害に加え、言葉の不自由さや記
憶力の低下、感情の不安定さなど
を伴う方もいます。 
【主な特徴】 
・ 移動に制約のある方もいる 
・ 文字の記入が困難な方もいる 
・ 体温調節が困難な方もいる 
・ 話すことが困難な方もいる 

■ 狭い歩道や、車道と歩道の段差、路面のデコボコ、
きつい勾配等が車いすの自走や介助時に大きな
障害となっています。 

■ 障害の状況に応じたトイレの設備の充実が求め
られました。 

■ 自家用車等で移動をされている方が多くおられ
ました。そのため、駐車場や駐車スペースの充実
が求められました。 

視
覚
障
害 

 全く見えない方と見えづらい方
がいます。また特定の色がわかり
にくい方もいます。 
【主な特徴】 
・ 一人で移動することが困難 
・ 白杖を使う際は地面のデコボコ

を読み取って移動している 
・ 音声を中心に情報を得ている 
・ 文字の読み書きが困難 

■ 形状や色が基準に基づく、適切な視覚障害者誘導
用ブロックの設置が求められました。 

■ 音声や点字による案内の充実の要望がありまし
た。 

■ 車止め、電柱、自転車といった歩道上の障害物と
衝突する危険性が指摘されました。 

■ 蓋のない側溝への転落の危険性が指摘されまし
た。 

■ 歩道と民地・車道・横断歩道等の境界を明示して
ほしいとの意見がありました。 

聴
覚
障
害 

 全く聞こえない方と聞こえにく
い方がいます。さらに、言語障害
を伴う方とほとんど伴わない方が
います。 
【主な特徴】 
・ 外見から分かりにくい 
・ 視覚を中心に情報を得ている 
・ 声に出して話せても聞こえてい

るとは限らない 

■ 駅、バス、施設内等での文字による案内の要望が
ありました。 

■ 緊急時や非常時への対応を危惧する意見があり
ました。 

■ 聴覚障害に対する理解の徹底や手話、筆談等のサ
ービスの充実が求められていました。 

知
的
障
害 

 発達時期において脳に何らかの
障害が生じたため、知的な遅れと
社会生活への適応のしにくさがあ
る方です。肢体不自由を伴う方も
います。 
【主な特徴】 
・ 複雑な話や抽象的な概念は理

解しにくい 
・ 人にたずねたり、自分の意見を

言うのが苦手な方もいる 
・ 漢字の読み書きや計算が苦手

な方もいる 
・ 一つの行動に執着したり、同じ

質問をくりかえす方もいる 

■ ひらがな表記などわかりやすい案内が求められ
ていました。 

■ 知的障害への理解や困った時への対応の充実が
求められていました。 

共通 ■ 整備する際には当事者の意見を反映してほしいという要望がありました。 

参考：主な特徴：「公共サービス窓口における配慮マニュアル障害者に対する心の身だしなみ（障害者施策推進本部）」 
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第３章 重点整備地区における基本方針 
 

３-１ 重点整備地区の設定 

(1) 重点整備地区の要件 

バリアフリー新法の基本方針に定められている重点整備地区の要件の概要を以下に示します。 

 

 

 

要件１：生活関連施設があり、かつ、それらの間の移動が通常徒歩で行われている地区

原則として生活関連施設のうち、特定旅客施設又は特別特定建築物（官公庁施設、

福祉施設等）に該当するものが概ね３以上あることが必要です。また、それらの施設

が徒歩圏内に集積している地区としており、徒歩圏内の目安としては、おおむね、400ha

未満となっています。 

 

要件２：生活関連施設及び生活関連経路についてバリアフリー化事業が特に必要な地区

高齢者、障害者等の移動や施設利用の状況、土地利用や諸機能の集積の状況や、こ

れらの将来の方向性のほか、想定される事業の実施範囲、実現可能性等の観点から総

合的に判断し、一体的なバリアフリー化事業が特に必要な地区であることが必要です。

 

要件３：バリアフリー化の事業を重点的・一体的に行うことが総合的な都市機能の増進

を図る上で有効かつ適切な地区 

都市機能として高齢者、障害者等に交流と社会参加の機会を提供する機能、消費生

活の場を提供する機能、勤労の場を提供する機能等が掲げられています。各種バリア

フリー化事業の重点的な実施が、このような様々な都市機能の増進を図るうえで有効

かつ適切であると認められる地区であることが求められています。 
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(2) 重点整備地区の選定 

重点整備地区の要件や市内のまちづくりの状況等をふまえ、「JR・近鉄郡山駅周辺地区」を

重点整備地区として選定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点整備地区：「JR・近鉄郡山駅周辺地区」 

要件１：生活関連施設があり、かつ、それらの間の移動が通常徒歩で行われている地区 

＜選定理由＞ 

1)市内でも乗降客数が多い 2 駅を含む中心市街地 

近鉄郡山駅は市内で最も乗降客数が多い駅であり、JR 郡山駅も 3 番目に多い駅です。この 2
駅を含む地区が大和郡山市の中心市街地を形成しています。 
2)交通結節点  

駅近くにはバスターミナルがあり、路線バスやコミュニティバスも発着し、公共交通の結節
点となっています。 
3)公共施設や歴史・文化施設が集積 

駅周辺には、市民が多く利用する市役所、図書館、ホール等の公共施設や、郡山城跡を中心
とする歴史・文化施設が集積しており、来訪者も多いことが想定されます。 

要件２：生活関連施設及び生活関連経路についてバリアフリー化事業が特に必要な地区 

＜選定理由＞ 

1)住民意向  

平成 18 年 11 月に実施された住民アンケート調査（※では、安心して歩ける歩道や歩行者空間
の整備・充実を図ることが望まれています。また、今後のまちづくりについては、子どもから
お年寄りまでが安全に安心して暮らし続けられることが望まれています。 
2)地区の課題  

平成 19 年 2 月に実施された住民懇話会（※では幅員が狭く、歩道もない道路が多いという安
全性の問題や、幹線道路の未整備区間もあり観光客にとってわかりにくい道路となっていると
いう指摘がありました。平成 21 年 2 月に実施された住民懇話会（※では、道路整備の重要性や
案内標識の整備ができていないことが指摘されました。 
 （※：大和郡山市都市計画マスタープラン検討時に実施 

要件３：バリアフリー化の事業を重点的・一体的に行うことが総合的な都市機能の増進を図る
上で有効かつ適切な地区 

＜選定理由＞ 

1)都市核としての位置づけ  

大和郡山市都市計画マスタープランでは、都市核として位置づけられています。また、高次
の商業・業務や各種サービス機能を担うセンターゾーンとして、基盤整備と連動した土地の高
度利用を促進し、にぎわいと交流あふれる拠点づくりを進めることとしています。 
2)中心市街地のまちづくり  

商店街の活性化やにぎわいの創出だけでなく、居住者にとって生活利便施設の整った住みや
すいまちとなっていることから、今後も子どもから高齢者まで安全に安心して、快適に暮らし
ていける地区、住みたくなる、住み続けたくなる地区をめざしています。 
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３-２ 地区の特性 

(1) 地区の現況 

・ 近鉄郡山駅、JR郡山駅周辺には商業・業務機能が集積し、市の中心的な市街地を形成し

ています。 

・ 郡山城周辺には旧城下町の歴史的なまちなみが残っていますが、道路が狭く、木造建築物

が密集しているところが多くなっています。 

・ 地区内にある郡山城跡は公園として整備されており、風致地区に指定されています。また、

お城の外堀を活かした、「外堀緑地」が整備されています。 

・ 地区のほとんどが市街化区域となっており、中心市街地周辺においても、住宅地等が形成

され、既に市街化が進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
撮影：平成 22年 5月（大和郡山市）
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(2) 関連計画・事業  

1) 地域別構想 

「大和郡山市都市計画マスタープラン」では「北地区」として位置づけられ、「大和郡山市

の中心にふさわしい風格あるまちづくり」を将来像として、まちづくりの目標や方針が設定

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３-１ 「北地区」の整備方針 

・ 景観形成重点地区、緑化推進重
点地区として良好な景観を形成

・ 緑道の整備等により、
貴重な水辺空間とし
て活用 

・ 駅前にふさわしい土
地利用の推進 

出典：大和郡山市都市計画マスタープラン

・ 店舗等の適正
な立地促進 

・ 国史跡に向けた
取り組みの推進

・ 金魚池を活かした魅
力的な景観の形成 

・ 本市の中心としてふさ
わしい市街地の形成 
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2) 重点地区（中心市街地）のまちづくり 

中心市街地（近鉄郡山駅～JR郡山駅周辺）は、歴史的・文化的資源や商業・業務系の土地

利用が集積し、大和郡山市の中心的な市街地と位置づけられます。そのため、都市計画マス

タープランでは、特に重要な地区（重点地区）として、まちづくりのあり方の具体的な検討

が行われました。 
 

■中心市街地のまちづくりの方向性 

 

 
・ 道路空間の整備（まちの回遊性を高める、安心して歩け、歩いて楽しいみちづ

くり/まちなみ環境整備） 等 

 
・ 郡山城の活用（例：国史跡への取り組み、城内各設備の整備ほか） 
・ 歴史資源にマッチしたまちなみ景観整備（歩いて楽しいみちづくり） 

 
・ 道路空間の整備（中心市街地及び周辺の自動車交通の円滑化、公共交通との連

携、居住者も観光客も安心して安全に歩けるみちづくり） 

 
・ 市の玄関口としての整備（例：近鉄郡山駅周辺整備の検討、まちなか回遊バス

の導入検討） 

 
・ 市民・地域主体の取り組み（商店街との連携ほか、各種ソフト事業） 

 
 

図 ３-２ 取り組みイメージ 

⑤ 市民協働のまちづくりの実践 

④ 公共交通の利便性向上 

③ 道路環境の向上 

② 歴史的資源の保全・再生・活用 

① 住み良さ、まちのにぎわいの向上 

商店街が元気で、多くの住民や観光客でにぎわう、歴史が活きる快適中心市街地 

出典：大和郡山市都市計画マスタープラン
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3) 城廻り線の整備計画 

都市計画道路城廻り線は、大和郡山市の市街地部を環状にネットワークする道路です。城

下町特有の、狭く一方通行の道が多い旧市街地の交通事情等を考慮し、市街地の車両侵入防

止等、全体的な道路ネットワークに基づき設計されました。 

① 奈良県 

藺町線との交差点（北郡山交差点）から枚方大和郡山線との交差点までの間の約900mを計

画区間として、本線を地下化する事業計画が進められています。この整備により、近鉄橿原

線による踏切渋滞の解消が図られ、地上部では歩道が広がり、歩きやすい道路になります。 

② 大和郡山市 

市北部からJR郡山駅へのアクセス道として、また駅周辺のまちづくりの一環として整備を

進めていきます。これにより安全な避難路の形成、延焼防止機能の確保、また緊急輸送道路

として、防災機能の向上も期待できます。 

 

 

〔奈良県計画区間の整備概要〕 

①規格と設計速度：第 4種第 2級 V=40km/h 

②車線数と車線運用：2車線 

◇通過交通は、地下利用。（踏切は立体交差） 

◇沿道等に出入りする交通は、側道利用。（踏切は平面交差） 

③幅員構成 

◇本線： 車道幅員（3.0m）・路肩幅員（0.5m） 

◇側道： 全幅 5.0m（車道 3.0m、路肩 1.5・0.5m） 

◇歩道： 北側（2.5m：車椅子同士がすれ違うことが出来る幅員を確保） 

南側（3.5m：自転車歩行者道） 

〔大和郡山市計画区間の整備概要〕 

①規格と設計速度：第 4種第 1級 V=50km/h 

②車線数と車線運用：4車線 

③幅員構成 

◇本線：車道幅員（3.25m）・路肩幅員（0.5m） 

◇歩道（両側）：自転車歩行者道（4.0m） 

県計画区間 

立体交差化対象位置

市計画区間 
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(3) 地区内のバリアフリーに関する主な課題や問題点 

1) 調査の実施 

基本構想の検討への参加機会の創出と、意見を幅広く基本構想へ反映するために各種調査

を実施しました。 

表 ３-１ 基本構想の検討に伴い実施した調査一覧 

調査内容 目的 実施概要 

アンケート調査 

住民の移動全般のバリアフリーに対する

意識やニーズの全体的な傾向を定量的に

把握するために実施。 

実施期間：  

10 月末～11 月 11 日頃 

調査規模： 無作為 550 部 

高齢者団体 50 部 

結 果：169 部回収（回収率：28%）

ヒアリング調査 

アンケート調査やワークショップでは充

分な意見を言うことが困難な障害者を対

象に、移動時に感じる問題や課題について

の詳細な意見を収集するために実施。 

実施日： 9 月 7～9 日 

実施団体： 手をつなぐ育成会、肢

体不自由児・者父母の

会、視覚障害者協会、

聴覚障害者協会 

ワークショップ 

JR・近鉄郡山駅周辺にどのようなバリア

があるのか、障害者、住民、高齢者等と共

に意見交換をしながら、詳細な意見を幅広

く収集するために実施。 

実施日： 10 月 27 日（木） 

場 所： 市役所 4 階・会議室 

方 法： グループで意見交換 

参加人数： 市民等 22 名 

駅利用者 

ヒアリング調査 

基本構想の趣旨が、駅から駅周辺の施設へ

の移動円滑化であることをふまえ、駅利用

者の意識や移動特性を把握するために実

施。 

実施日： 11 月 8 日（火） 

場 所： 近鉄・JR 郡山駅 

方 法： 対面式聞き取り調査 

結 果： 59 部を回収 

タウン 

ウォッチング 

移動の円滑化を図っていく施設や経路を

中心に現地点検を行い、具体的な整備検討

のための基礎資料とするために実施。 

実施日： 12 月 2 日（金） 

方 法： 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ程度にわかれ

て、重点整備地区内の

経路や施設等を現地

調査 

参加人数： 32 名 

子育て世代への

調査 

移動弱者でもある子育て世代（未就学児の

保護者）の移動等のバリアを収集するため

に実施。 

実施日： 12 月 22 日（木） 

方 法： 子育てグループに意

見を記入する調査票

を配布。91 部配布し、

48 部回収。 
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2)アンケート調査の結果概要 

〈鉄道駅〉 

 

 
 

■駅の移動円滑化に対する評価 

JR 郡山駅 
64.1%が「大変満足している」・

「満足している」と回答しており満
足度は高いです。 

 
近鉄郡山駅 
43.1%が「満足している」、29.2%

が「あまり満足していない」・「まっ
たく満足していない」と回答してい
ます。 

 

 

 
 
 

                    図 ３-３ 駅の移動円滑化に対する評価 

 

■駅の改善要望 

JR 郡山駅 
41.8%が「特にない」と回答していますが、次いで「トイレ」・「案内設備」が 21.4%と多くな

っています。 
近鉄郡山駅 
「トイレ」の改善要望が 39.0%と最も高くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３-４ 駅の改善要望 

6.9% 22.3%

13.6%

27.7%

19.4%

43.1%

60.2%
2.9%

3.9%

近鉄郡山駅

JR郡山駅

まったく満足していない あまり満足していない
どちらでもない 満足している
大変満足している　

16.2%

2.2%

16.9%

14.7%

6.6%

5.9%

39.0%

16.2%

27.2%

12.2%

1.0%

21.4%

12.2%

5.1%

6.1%

21.4%

14.3%

41.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

その他

車両

案内設備

ホーム

改札

券売機

トイレ

通路

特にない

JR郡山駅

近鉄郡山駅

・ 全般的に鉄道駅の評価は高い傾向にありますが、 近鉄郡山駅の評価がやや低い傾向でした。 

・ 改善要望では、「トイレ」や「案内設備」が高い傾向でした。 

N=103 

N=98 

N=136

N=130 
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〈バス〉 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３-５ バス利用時の改善要望 

81.8%

15.9%

6.8%

2.3%

2.3%

4.5%

6.8%

13.6%

2.3%

11.4%

6.8%

0.0%

0.0%

2.3%

2.3%

2.3%

18.2%

0.0%

6.8%

0.0%

9.1%

11.4%

0.0%

6.8%

6.8%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近鉄郡山駅（バスターミナル）

大和郡山市役所

やまと郡山城ホール

小川町

山本町

郡山天理教

大職冠

矢田筋

南郡山

アピタ

矢田口町西口

南郡山

柳町

天井町

本庄町

杉町

JR郡山駅

公団郡山駅前団地

イオンモール大和郡山

下三橋町北

ゆたんぽ（老人福祉センター）

ハローワーク大和郡山

箱本館｢紺屋｣

保健センター｢さんて郡山｣

青藍病院

その他

 
図 ３-６ バリアフリー化を要望するバス停 

・ バス利用時に改善してほしい項目は、「バス停施設の利便性」が 53.7%と最も多く、次いで「バ

ス車両の乗りやすさ」48.4%、「運行情報の案内」33.7%と続きました。 

・ 地区内の主なバス停のうち、最もバリアフリー化の要望が高いバス停は、「近鉄郡山駅（バス

ターミナル）」でした。 

N=44

48.4%

53.7%

33.7%

27.4%

8.4%

9.5%

6.3%

0% 20% 40% 60%

バス停施設の利便性
（ベンチや屋根） 
運行情報の案内

（時刻表・路線図・行き先の音声案内等） 

バスの運行状況
（路線・本数・運賃等） 

バスの正着性
（バス停から乗りやすい場所にバスが停車）

バス運転士の接遇・運転操作 

その他 N=95

バス車両の乗りやすさ
（乗降口の段差）
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〈タクシー〉 

 

 

 

〈経路〉 

 

 
図 ３-７ よく利用する経路・バリアフリー化してほしい経路  

・ 大和郡山上三橋線が、最も利用者が多く、またバリアフリー化要望の高い路線でした。特に、

近鉄郡山駅から JR 郡山駅間の要望が高くなっています。 

・ 次いで三の丸線も利用者が多く、バリアフリー要望が比較的高い路線となっています。 

・ 誰もがタクシーを利用しやすくするための改善方策について、47 の意見をいただきました。 

■意見の内容 

「乗務員のマナーやサービスの向上」（意見数：15） 

「タクシー料金の見直し・割引サービス」(意見数：10) 

「近鉄郡山駅周辺の改善」(意見数：7) 

「事業者のサービス向上」(意見数：6) 

「タクシー乗り場の改善」(意見数：5) 

「バリアフリーに配慮した車両の導入」(意見数：4) 



3-11 

〈施設〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３-８ バリアフリー整備を要望する施設  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ３-９ 施設の改善要望  

・ バリアフリー化を要望する施設として最も多いのが「大和郡山市役所」で、次いで「三の丸駐

車場」と「西友大和郡山店」が続きます。 

・ 各施設では、出入口やトイレの整備が求められています。 

13

11

11

24

4

7

7

11

24

21

10

6

12

5

3

12

18

18

18

34

柳町商店街

アピタ　大和郡山店

イオンモール　大和郡山

西友　大和郡山店

コンビニ

郵便局

銀行

奈良社会保険病院

三の丸駐車場

中央公民館（三の丸会館）

保健センター「さんて郡山」

大和郡山市市民交流館

外堀緑地

箱本十三町観光案内所

箱本館「紺屋」

やまと郡山城ホール

ゆたんぽ（老人福祉センター）

郡山城跡公園

大和郡山市社会福祉会館

大和郡山市役所

25.0%

8.3%

12.5%

16.7%

58.3%

0.0%

8.3%

4.2%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

45.8%

33.3%

12.5%

16.7%

16.7%

12.5%

12.5%

12.5%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《大和郡山市役所》 《三の丸駐車場》 《西友大和郡山店》

41.2%

14.7%

8.8%

5.9%

44.1%

29.4%

17.6%

5.9%

20.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ド

出入口の整備（段差等）

通路や廊下（スロープ・幅等）

階段（手すりをつける等）

エレベーターの整備

誰でも使えるトイレの整備

案内表示の整備

点字ブロックの整備

障がい者用駐車スペースの整備

手話のできる職員や筆談ボード
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〈心のバリアフリー〉 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 ３-１０ 利用者の理解不足の状況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ３-１１ 「心のバリアフリー」推進へ向けて実施が適切と思われる取り組み 

・ 「心のバリアフリー」推進に向けて実施が適切と思われる取り組みは、「市内のバリアフリー

の状況をまとめたマップの作成・配布」が 33.5%と最も高く、次いで「学校教育でのバリアフ

リー学習メニューの導入」29.2%、「バリアフリーに対する啓発や PR 活動」27.3%、「バリア

フリー整備に当事者の意見を反映するしくみ」25.5%となっています。 

・ 利用者の理解不足の状況では、「歩道を走行するルールやマナーを守らない自転車」が 64.1%
と最も多く、「点字ブロックの上に自転車や看板などを放置」が 43.7%と続き、自転車の不適

切な利用が移動のバリアになっていることが想定されます。 
・ 「一般車両の車いす用駐車スペースへの駐車」も 43.0%と高い結果となりました。 

43.7%

43.0%

28.2%

64.1%

4.9%

22.5%

16.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

点字ブロックの上に自転車や看板などを放置

一般車両の車いす用駐車スペースへの駐車

電車、バスの車両内での乗客のマナーや態度

歩道を走行するルールやマナーを守らない自転車

エレベーター利用者のマナーや態度

多目的トイレの利用者のマナー

特にない

N=142

33.5%

24.8%

16.1%

27.3%

6.2%

29.2%

12.4%

25.5%

14.9%

24.8%

16.8%

0% 20% 40%

市内のバリアフリー状況をまとめたマップの作成・配布

周辺の施設の状況を示した案内情報サインの設置

市のホームページ等でのバリアフリーに対する情報提供

バリアフリーに対する啓発やＰＲ活動

講習会やシンポジウム等の開催

学校教育でのバリアフリー学習メニューの導入

ボランティアやＮＰO による移動を支援するしくみ

バリアフリー整備に当事者の意見を反映するしくみ

市民や関係者からなるバリアフリーについて考える組織づくり

バリアフリー整備の内容や進捗状況の情報提供

整備された施設に対する評価やそのフォローアップのしくみづくり
N=162
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3) 地区内の主な課題や問題点 

ヒアリング調査、ワークショップ、タウンウォッチング等から得られたJR・近鉄郡山駅周

辺の主な課題や問題点について、以下に示します。 
 

〈鉄道駅〉 

【駅共通】 

〇案内・情報提供 

・ 電光掲示板等の文字案内をしてほしい。 
・ ひらがなや大きい字の表示、案内を増やしてほしい。 
・ 近鉄・ＪＲのホームの情報案内が不足している。 
・ 聴覚障害者は事故などの非常時の情報が入手しにくい。 

 

【近鉄郡山駅】 

〇移動円滑化された経路 
・ 東側改札出口にはスロープが一つしかないので、階

段を改善してほしい。 
・ 駅構内の下りホームのスロープ。以前設置してあっ

た誘導ブロックがなくなったので、視覚障害者のた

めに何らかの誘導対策をしてほしい。 

・ 駅構内の下りホームのスロープはガタガタしてい

る。もう少し緩やかにしてほしい。 

〇ホーム 
・ 視覚障害者はホームから転落の危険がある。 
・ ホーム上に柱が多い。 

〇トイレ 
・ トイレが片方のホームにしかないので両方のホー

ムにほしい。 
・ 反対側のホームにいてもトイレが利用しやすいよ

うにトイレの位置をかえてほしい。 
・ 大人のオムツも換えられるような多目的シートを

設置してほしい。 
・ 車いす用トイレは広くて良い。 

〇案内・情報提供 
・ 音声情報だけでなく、聴覚障害者に配慮した文字情報等の案内を充実してほしい。 

（例：駅構内で線路を横断する踏切が音声のみ・券売機で切符をとり忘れても音声でしか案内

がない・電車の遅延理由がわからない） 
・ プリペイドカードを買える券売機にも点字表示をしてほしい。 

〇介助・接遇 
・ 駅員と手話でコミュニケーションがとれない。 
・ 駅員の方がトイレの中まで案内してくれるが、男性のため頼みにくい時がある。 

 写真 3-3 ホームの状況 写真 3-4 トイレの調査状況 

写真 3-1 東改札出口付近スロープの調査状況

写真 3-2 下りホームスロープ調査状況 
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【JR 郡山駅】 

〇ホーム 
・ 視覚障害者はホームから転落の危険がある。 
・ エレベーターが設置されたため、電光表示板が見えにくい場所がある。 

〇トイレ 
・ 大人のオムツも換えられるような多目的シートを設置してほしい。 
・ ＪＲ郡山駅のトイレのトイレットペーパーの位置が悪く、届きにくい。（改善済み） 

〇案内・情報提供 
・ 音声情報だけでなく、聴覚障害者に配慮した文字情報の案内を充実してほしい。（例：エレ

ベーターが非常停止した際・電車の遅延理由がわからない） 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

〈駅周辺〉 

【近鉄郡山駅周辺】 

・ 近鉄駅前は道路が狭く、交通量も多く、障害者だけでなく子供連れも危険。病院や買い物

目的の人が多い。 
・ 非常に危険なので抜本的な整備をしてほしい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3-7 近鉄郡山駅周辺の状況 

【JR 郡山駅周辺】 

・ 駅西側の歩道から駅前広場の連続性を確保してほしい。 
・ きれいに整備されて良くなった。 
・ ＪＲ郡山駅の駅前広場の車道と歩道の間にスロープがあるが、スロープ前に車が停車して

おり、スロープを利用できないことがある。 

   

当初の位置 

改善した位置 

写真 3-6 意見をふまえて改善済 

写真 3-5 ホームの状況 

 写真 3-8 駅西側付近の調査状況 写真 3-9 駅前広場東側の状況 
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〈バス〉 

〇車両 

・ バスのステップを低くしてほしい。 
・ ステップの高いバスがあり乗りにくい。 
・ バスの車内でも電光掲示板を設置して文字情報を提供してはどうか。 

〇バスターミナル 
・ バスターミナルを整備してほしい。 
・ バスに乗降しにくい。 
・ バスが指定の場所にとまらない時がある。 
・ 通路の幅が狭い。 
・ ベンチ等の待てる空間が少ない。 
・ ベンチがあるため通路がせまい箇所がある。 
・ どの乗り場に行けばよいかわかりにくい。 
・ 近鉄駅からのアクセスが悪い。初めてきた人がよく

迷っている。 

〇案内・情報提供 
・ ノンステップバスがいつ来るのかわからない。 
・ わかりやすい案内（路線図・時刻表・料金表）にし

てほしい。 
・ バスロケーションシステムを導入してほしい。 

〇介助・接遇 
・ バスが本来の場所に停車しないと、視覚障害者は乗

車できない。 
・ 運転手や他の乗客に気を使って車いすでは利用し

にくい。 
・ バスがバス停の近くに停車しない時がある。 

〇運行等 
・ 本数や路線を増やしてほしい。 
・ 自家用車が利用できなくなった時には重要な交通手段。 

 

〈案内表示〉 

・ 視覚障害者に配慮した音声案内（視覚障害者誘導システム等）や聴覚障害者に配慮した情

報提供（聴覚障害者用情報受信装置等）を充実してほしい。 
・ 知的障害者や子どもに配慮して、サインにひらがな表記を行ってほしい。 
・ 近鉄郡山駅からバスターミナルへの案内が不十分で来訪者が迷っている。 
・ 手話のできる職員を増やしてほしい。 
・ 障害の特性を理解して対応してほしい。 
・ 緊急時や異常時の情報提供を充実してほしい。 

 

 

 

 

 
 

 写真 3-12 地区内に設置された案内サインの状況 

写真 3-10 バスターミナルの調査状況

写真 3-11 バスの正着状況 
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〈施設〉 

【大和郡山市役所】 

〇移動円滑化された経路 
・ 玄関前の視覚障害者誘導用ブロックが適切ではなく、

一人では移動できない。 
・ 警告用の看板が障害物になっている。 
・  玄関から歩道までの経路が、歩行者と自動車が交錯し危

険。 

〇エレベーター 

・ エレベーターに音声案内や点字表示をつけてほしい。 
・ 手すりや呼び出しボタンの位置が高い。 
・ エレベーターかご内の奥行がせまい。 
・ エレベーターが非常停止した際に、聴覚障害者に配慮した非常ボタンを設置してほしい。 

〇トイレ 

・ トイレに多目的シートを設置してほしい。 
・ 一般トイレに洋式を増やしてほしい。 
・ トイレに音声案内や点字表示をつけてほしい。 

〇案内・情報提供 

・ 音声案内（視覚障害者誘導システム等）や文字情報（聴

覚障害者情報受信装置等）を導入してほしい。 
・ 視覚障害者誘導用ブロックが適切に設置されていな

いところがある。 
・ 障害者（視覚・聴覚・知的等）に配慮した案内をして

ほしい。 

 

【大和郡山市社会福祉会館】 

〇エレベーター 

・ エレベーターに音声案内や点字表示をつけてほしい。 
・ エレベーターかご内の奥行がせまい。 
・ エレベーターが非常停止した際に、聴覚障害者に配慮

した非常ボタンを設置してほしい。 

〇トイレ 
・ トイレに多目的シートを設置してほしい。 
・ 車いす用トイレを使いやすくしてほしい。 
・ 多目的トイレの照明を自動で点灯するようにしてほ

しい。 
・ 一般トイレに洋式を増やしてほしい。 

〇案内・情報提供 
・ 視覚障害者誘導システムや聴覚障害者情報受信装置

等を導入してほしい。 
・ 視覚障害者誘導用ブロックが適切に設置されていな

いところがある。 
・ 障害者（視覚・聴覚・知的等）に配慮した案内をして

ほしい。 

〇その他 
・ 施設内の照明が全体的に暗い。 
・ 現在の立地は場所が悪い。駅の近くの利便性の高い場

所に移設してほしい。 

写真 3-13 出入り口付近の調査状況 

写真 3-14 経路の調査状況 

写真 3-15 エレベーターの調査状況 

写真 3-16 多目的トイレの調査状況 
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【三の丸駐車場】 

〇身障者用駐車マス 

・ 出入口近くにあるため、後続車に気を使う。 
・ 利用しようと思ったら、ポールが設置してあった。 
・ 駐車マスが狭い。（改善済） 
・ エレベーターから遠い。 
・事前に係員に車いす利用者であることを伝えると、

誘導、交通整理をしてくれた。 
・ 全体的に傾斜しているため一人で移動するとき車

いすが流されてこわい。 

〇トイレ 

・ トイレの案内がわかりにくい。トイレがある

ことを知らなかった。 
・ 薄暗くて少し怖い。 

〇案内・情報提供 
・ 駐車の料金支払い機で、機械のトラブルがあって

も、音声のみの情報であるので聴覚障害者はわか

らない。文字情報でも教えてほしい。 

 
【西友大和郡山店】 

〇エレベーター 

・ エレベーターに乗る経路の途中に、開閉式のドアがあり、重くて利用できない。 
・ エレベーターに音声案内や点字表示をつけてほしい。 
・ 店内にエレベーターの場所がわかる案内板を設置してほしい。 

〇放置自転車 
・ 西友前に放置自転車が多い。 
・ 自転車置き場が有料のため、きちんととめていない人もいる。 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

 写真 3-19 エレベーターの調査状況 写真 3-20 店舗前の駐輪状況  

 

写真 3-17 身障者用駐車マスの調査状況 

写真 3-18 車いすでの利用状況 
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〈歩道〉 

【歩道全般】 

・ 歩道がない道路が多く危険である。歩行者が安全に移動できるようにしてほしい。 
・ 歩道の幅員が狭い、幅が連続していないといった区間があり車いす、ベビーカー等での移

動が困難。 
・ 歩道にデコボコや段差が多い。 
・ 歩道が波打っている。 
・ 歩道の横断勾配がきつい。 
・ 坂道が急な区間がある。 
・ ガタガタして歩きにくい舗装がある。白杖で視覚障害者誘導用ブロックとの区別がつかな

い。 
・ 歩道上の障害物（電柱、車止め、放置自転車、看板等）に衝突する危険がある。 
・ 視覚障害者誘導用ブロックがない。あっても適切に設置されていない。 
・ 視覚障害者が歩道と車道の境目がわかるように、わずかで良いので段差をつけてほしい。 
・ 自転車でどこを走ったらよいのかわからない。 
・ スピードを出す自転車がこわい。歩行者と自転車を分離してほしい。 
・ 幅のあるグレーチングだと隙間に白杖がはまってしまうことがある。 
・ 側溝には蓋をつけてほしい。 
 

【大和郡山上三橋線】 

・ 幅が狭く、自動車、自転車、歩行者が混在し、危険で歩くことができない。 
・ 溝があるので、車をよける時にこわい。蓋をつけてほしい。 
・ 柵をつける等で歩行空間を確保してほしい。 
・ 視覚障害者が電柱等に衝突しないように配慮してほしい。 

   
 写真 3-21 大和郡山上三橋線の調査状況(1) 写真 3-22 大和郡山上三橋線の調査状況(2) 

 

【奈良大和郡山斑鳩線】 

・ 坂道なので自転車がこわい。（南側歩道） 
・  雨の日に緑色の舗装が滑りやすい。（南側歩道） 
・ 北側の歩道が狭い。グレーチングが歩きにくい。 
・ 踏切があり自動車が渋滞することが多い。 

 
 
 

 

 
 
 

 

 写真 3-23 奈良大和郡山斑鳩線の調査状況 写真 3-24 奈良大和郡山斑鳩線の調査状況 

 （南側歩道） （北側歩道） 
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【近鉄三の丸線・三の丸線】 

・ 歩道がガタガタしている。 
・ 歩道と車道の間に段差がある。 
・ 幅員が狭い区間がある。 
・ 視覚障害者誘導用ブロックが老朽化している。 
・ 西友から南側の区間が、段差やデコボコが多い。 
・ 西友北側の横断歩道が、東側によっているため、視覚障害者は位置を見失ってしまう。 

   
 写真 3-25 近鉄三の丸線の調査状況（1） 写真 3-26 近鉄三の丸線の調査状況（2） 

   
 写真 3-27 三の丸線の調査状況（1） 写真 3-28 三の丸線の調査状況（2） 

 

【三の丸 2 号線】 

・ 歩道が波打っている。 
・ 歩道の幅員が狭い区間がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【三の丸今井材木線】 

・ 市役所前の歩道が狭い。 
・ 市役所から駅方面への連続性がよくない。 

横断歩道を設置してはどうか？ 
 
 
 
 
 
 

写真 3-29 三の丸 2 号線の状況 

写真 3-30 三の丸今井材木線の調査状況
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【紺屋東西北線・紺屋東西南線】 

・ 視覚障害者は川への転落の危険がある。 
・ 夜間が危険である。 
・ 車がたくさん通って危ない。 
・ 大和郡山市のシンボルである。 
 
 
 
 

【城廻り線（外堀緑地北門から JR 郡山駅方面）】 

・ 車止めがあり視覚障害者はよくぶつかってしまう。 
・ 歩道がガタガタしている。 
・ 歩道と車道の間に段差がある。 
・ 点字ブロックがない。 

   
 写真 3-32 城廻り線の調査状況（1） 写真 3-33 城廻り線の調査状況（2） 

 

【新紺屋豆腐藺本線・大和郡山広陵線】 

・ 整備されてよくなったが、視覚障害者は車止め用のポールにぶつかってしまう。 
・ スピードを出して走行する自転車がこわい。 

   
 写真 3-34 大和郡山広陵線 写真 3-35 新紺屋豆腐藺本線 

写真 3-31 紺屋川沿いの調査状況
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【踏切】 

〇近鉄郡山駅北側（九条第 12 号踏切） 

・ 踏切に自動車、自転車、歩行者が集中して横断するのがこわい。 
・ 踏切がデコボコしていて古いので、他の踏切のように整備してほしい。 
・ 視覚障害者は踏切から線路に落ちそうになる。 

〇城ホール方面から郡山高校方面（九条第 10 号踏切） 

・ 踏切がデコボコしていて、車イス用の車両は車高が低いため、底をすってしまう。 

   
 写真 3-36 九条第 12 号踏切の調査状況 写真 3-37 九条第 10 号踏切の調査状況 

 

 

〈信号・交差点〉 

〇信号・交差点全般 

・ 音響信号は、渡りにくいところに設置してほしい。 
・ 視覚障害者が歩道と横断歩道の境界がわかるよう

にしてほしい。 
・ 耳が不自由だと信号のない交差点の横断がこわい。 
・ 信号の色が見えにくい箇所がある。 
・ 信号の待ち時間を表示してほしい。 

〇信号の改善 

・ 新紺屋町交差点を音響信号にしてほしい。 
・ 市役所東側の信号の青信号の時間を延長してほしい。 

〇信号設置の要望 

・ 城ホール北側の横断歩道、城ホール西側の横断歩道、箱本館東側の横断歩道、JR 西側りそ

な銀行前の横断歩道 等 

   
 

 

写真 3-38 市役所前交差点の調査状況 

写真 3-40 横断歩道（JR 郡山駅西） 
の調査状況 

写真 3-39 横断歩道（城ホール北側） 
の調査状況 
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〈公園〉 

【外堀緑地】 

・ 北門にバイク等の進入防止の車止めがあり、車いす

が通りにくい。しかし、撤去するとバイクの進入が

危惧される。 
・ 橋の横に車いすやベビーカーが通りやすい通路を

設けてはどうか。 
・ 夜間の照明が暗い。 

 

 

 

〈心のバリアフリー〉 

・ 障害の特性に応じたコミュニケーションの方法を周知してほしい。 

・ 歩道の移動が困難なため自動車を利用する障害者も多い。 

・ 障害者にもわかりやすい案内を充実してほしい。（音声対応、文字情報等） 
・ バス停に点字の時刻表があることを知らなかった。バリアフリーの取り組みを障害者にも

周知してほしい。 
・ 障害者やバリアフリーに対する理解を深めてほしい。 
・ スピードを出して走る自転車がこわい。 
・ 放置自転車が白杖にぶつかる。 
・ 身障者用駐車マスに一般車が駐車している。 
・ 身障者用駐車マスにコーンが設置されていて、利用しにくい。 
・ 子どもに対するバリアフリー教育が重要。 
・ 公共交通の介助、接遇スキルの向上をお願いしたい。 
・ 手話のできる職員の配置等をお願いしたい。 
・ バリアフリー整備時には完成してから意見を求めるのではなく、修正のきく段階で当事者

の意見を聞いてほしい。 
 

 

写真 3-41 外堀緑地の調査状況 
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３-３ 移動等円滑化の基本的考え方 

(1) 基本理念 

 

 
 
 
 
 
 大和郡山市に多くの人が集まり、すべての人が安全に安心して、快適に暮らせる活気のあ

るまち、互いに助け合う心配りのあるまちを創るため、市民・事業者・行政が互いに協働し

て、ハード面とソフト面の取り組みをバランスよく推進していきます。 
 
 
 
 
 
 
 本市においては人口減少社会を見据え、地域の個性である豊かな自然環境や歴史・文化などを

十分に活かし、「平和のシンボル、金魚が泳ぐ城下町」の指標のとおり、市民がお互いの人権を

尊重し合い、共通の誇りを持ち、心豊かに暮らすまちをめざしています。そのため、魅力ある市

街地を形成し、にぎわい、活力ある都市づくりを進めるため、誰もが共に平等に、安全・安心・

快適で自立した社会生活が送れ、まちの魅力が高まるようにバリアフリー化を推進します。特に

バリアフリー新法の趣旨に則り、移動に関わる旅客施設、車両、歩行空間、公園、建築物等につ

いての整備を、重点的かつ一体的に行います。なお整備にあたっては、平常時の昼間だけでなく、

夜間や悪天候時も含め、様々な状況を考慮したきめ細やかなバリアフリーを検討します。 

 
 
 
 
 
 市民一人ひとりがバリアフリーについての理解を深め、互いに助け合う心配りのあるまち、来

訪者へのおもてなし精神あふれるまちを実現するため、啓発、教育、人的支援等の取り組みを継

続的に行います。 

 
 
 
 
 

 協働のまちづくりを推進するため、市民・事業者・行政が互いに協働しながら、横断的な連携

を十分に図りつつ、バリアフリーを推進していきます。 

 
 
 
 

人が集い、人が暮らし続けるバリアフリーなまちづくり 

～安全・安心、快適な移動の確保をめざして～ 

●まちの整備の方向性（ハード面） 

●心のバリアフリーの方向性（ソフト面） 

●進め方（実施体制） 
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(2) 基本方針 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

＊ユニバーサルデザイン：バリアフリーは、障害によりもたらされるバリア（障壁）に対処するとの考え方で

あるのに対し、ユニバーサルデザインはあらかじめ、障害の有無、年齢、性別、人種等にかかわらず多様な

人々が利用しやすいよう都市や生活環境をデザインする考え方。（障害者基本計画：平成 14 年 12 月） 

方針５： 心のバリアフリー推進のまちづくり 

 どんなにハード整備が進んでも、利用者の配慮の有無で、十分に活用されない事もありま

す。市民一人ひとりが互いに尊重し、譲り合い、助け合う心を育て、バリアフリーのまちづ

くりをめざします。 

方針４：誰もがわかりやすいまちづくり 

 初めて大和郡山市を訪問する来訪者も含め、誰もがわかりやすい案内表示の設置や情報提

供・発信等を図ります。 

方針３：交通環境の利便性の向上 

 鉄道やバスの公共交通機関において、誰もが安心して利用できる交通環境の整備を進めま

す。 

方針２：安全・安心、快適に移動できる空間の確保 

 誰もが安全に安心して歩くことができる歩行者の移動の安全性向上のため、歩道の改修、

信号や視覚障害者誘導用ブロックの整備に取り組みます。歩道の未整備区間については、道

路幅員や周辺環境を考慮し、歩車共存の道路空間づくりを進めます。 

方針１：生活関連施設等のユニバーサルデザイン化 

 生活関連施設等において年齢、性別、障害の有無にかかわらず、誰もが利用しやすいユニ

バーサルデザインの考え方に基づいた施設づくりに取り組みます 



3-25 

(3) 整備の方針 

方針１：生活関連施設等のユニバーサルデザイン化 
[全体] 

・ トイレの利便性向上（多目的シート・洋式トイレ等） 
・ 歩道と出入口部の連続性の確保 
・ 障害者等にも配慮した駐車場の整備、改善 
・ 案内・情報提供の充実（音声案内・文字案内・手話等含む） 
・ 非常時の情報提供方策の検討（特に聴覚障害者） 

[駅舎] 
・ 移動円滑化された経路の改善 
・ ホームの安全性の向上 
・ トイレ等の駅施設の改善 

[市役所] 
・ 歩道と出入口部の連続性の確保 

[社会福祉会館] 
・ トイレ、エレベーター等の改善 

[三の丸駐車場] 
・ 車いす用駐車マスの改善 

[商業施設等] 
・ バリアフリーな出入口への改善 

 

方針２：安全・安心、快適に移動できる空間の確保  
[道路] 

・ 溝蓋の改修 
・ 舗装不良箇所の修繕 
・ ポールや電柱等の見直し 
・ 歩行者と自動車の共存方策の検討 
・ 夜間、悪天候時にも配慮したきめ細やかな整備 

[歩道] 
・ 視覚障害者誘導用ブロックの新設、改修 
・ デコボコや段差のある歩道の改修 
・ 歩きやすさや雨天時を考慮した路面舗装への改修 

[交通施設] 
・ 安全に横断できる交差点への改良 

 

方針３：交通環境の利便性の向上 
[バスターミナル] 

・ 利用しやすいバスターミナルへの改善 
・ 駅とバスの乗り継ぎのしやすさの向上（案内の改善等） 
・ わかりやすい情報、案内方策の検討 

[近鉄郡山駅周辺] 
・ 駅周辺の安全性確保方策の検討 

[車両] 
・ バリアフリー車両の導入 

 

方針４：誰もがわかりやすいまちづくり 
・ すべての人にわかりやすいサイン（ひらがな併記等）の整備の検討 
・ 点字、音声、文字案内の充実や、移動支援のための環境づくり等、障害者等に配慮

した案内の検討 
  

方針５： 心のバリアフリー推進のまちづくり 
・ バリアフリーに関連した啓発活動（自転車、車いす用駐車スペースの利用マナー） 
・ バリアフリー教育の推進（学校教育でのバリアフリー学習メニューの導入等） 
・ 市民、事業者、行政が協働するしくみづくり 
・ バリアフリー整備の内容や進捗状況の情報提供（バリアフリーマップの作成・配布等） 
・ 整備に対する評価やそのフォローアップ（当事者の意見を反映するしくみ）
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第４章 重点整備地区の位置・区域 
 

４-１ 重点整備地区の考え方 

基本構想を策定するにあたり、重点整備地区、生活関連施設及び生活関連経路をそれぞれ設定

する必要があります。 

重点整備地区は、大和郡山市のバリアフリー化に関わる事業を重点的かつ一体的に推進すべき

地区であり、範囲の検討にあたっては、以下の事項を勘案しました。 

 

考え方１：公共施設等の生活関連施設を含む徒歩圏  
新法に定められている重点整備地区の要件の１つとして、「生活関連施設があり、かつ、それら

の間の移動が通常徒歩で行われる地区である」ことが定められています。そのため、生活関連施

設を含む徒歩圏（半径約 1km の範囲）として設定しました。 

 

考え方２：中心市街地のエリアを含む  
都市計画マスタープランでは JR 郡山駅、近鉄郡山駅周辺を「中心市街地」として、まちづくり

において特に重要な地区として定めています。移動等の円滑化の促進に向けたバリアフリー化は、

まちづくりと一体的に実施することが望まれることから、「中心市街地」として設定されているエ

リアを包括した範囲を設定しました。 

 
 

図 ４-１ 「都市計画マスタープラン」に記載されている中心市街地のエリア 

出典：大和郡山市都市計画マスタープラン
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４-２ 重点整備地区の範囲 

重点整備地区を図４－２に示す、約 210ha の範囲としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４-２ 重点整備地区の範囲 
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第５章 生活関連施設・生活関連経路の設定 
 
５-１ 生活関連施設 

（1） 生活関連施設の考え方 

 

 

 

考え方１：常に多数の人が利用する施設 
 旅客施設、官公庁、文化施設等は高齢者や障害者等のほか、妊産婦や乳幼児連れなど様々な人

が利用する用途の施設であり、生活関連施設としての優先度は高いです。また、公共施設を率先

的に生活関連施設に位置付けることにより、民間事業者や住民の意識啓発を行うなど、地域の移

動等円滑化を牽引することが重要です。 

なお、アンケート調査等により、利用頻度の高い施設を調査したため、選定にあたってはその

結果を活用しました。 

 

考え方２：高齢者、障害者等が常時利用する施設 
 高齢者、障害者が多く利用する福祉施設等は、生活関連施設としての優先度が高いです。 

 

考え方３：緊急時の避難を考慮し、防災マップに記載されている施設 
 避難所、二次的避難所（避難所だけでは避難者を十分に収容できない時に指定）、広域避難地

（大災害や大地震などが発生した時に、多くの人が避難のため集まることができる大きな空き地

があるところ）に指定されている施設を生活関連施設とし、平常時だけではなく、緊急時の移動

の円滑化にも配慮します。また、市民からも利用頻度が高いとの指摘があった病院については、

救急告示病院を対象としました。 

 

＜生活関連施設＞ 

●バリアフリー新法では、「高齢者、障害者等が日常生活または、社会生活において利用する旅

客施設、官公庁施設、福祉施設その他の施設」を対象としています。 

（バリアフリー新法第２条 第１項 第２１号イ） 

＊特定事業の実施は義務づけられていません。
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(2) 生活関連施設の選定 

 生活関連施設として選定した施設と考え方を示します。 

 

表 ５-１ 生活関連施設 

分類 生活関連施設 選定理由 

旅客施設 
JR郡山駅・近鉄郡山駅・ 
バスターミナル 

バリアフリー新法で対象としている施設であり、
公共交通を利用した移動等の円滑化を図る必要
があります。 

大和郡山市役所・やまと郡山城
ホール（文化会館・武道館）・
大和郡山市立図書館・中央公民
館・市立体育館（三の丸会館）・
大和郡山市市民交流館・大和郡
山市こどもサポートセンタ
ー・箱本十三町観光案内所・箱
本館「紺屋」 

不特定多数の市民や来訪者が日常的に利用しま
す。また、災害時避難場所となっている施設もあ
ります。 公共施設 

大和郡山市社会福祉会館・ゆた
んぽ（老人福祉センター） 

福祉施設として、障害者や高齢者が日常的に利用
します。 

学校 
郡山北小学校・郡山南小学校・
郡山高等学校 

災害時避難場所や二次的避難場所となっていま
す。 

郡山城跡 
市のシンボルとして市民の憩いの場であり、多く
の来訪者が訪れます。また広域避難地に設定され
ています。 公園 

外堀緑地 
緑地の一部を、東西の移動経路の一つとして活用
します。 

駐車場 三の丸駐車場 
近鉄郡山駅周辺に訪れる市民が日常的に利用し、
障害者にとって不便であるという意見が多く出
されました。 

商業施設 西友大和郡山店 
市民が利用する施設として改善要望が多く出さ
れました。 

病院 奈良社会保険病院・田北病院 
病院を利用する市民が多く、救急告示病院に指定
されています。 

 

 



5-3 

５-２ 生活関連経路 

(1) 生活関連経路の考え方 

 バリアフリー新法では、生活関連施設相互間の経路を「生活関連経路」として定義しています。

経路の検討にあたっては、以下の事項を勘案しました。 

 

考え方１：より多くの人が利用する経路を選定 
 生活関連経路は、生活関連施設に訪れる人などの利用頻度が高い経路や市民が多く利用する経

路を優先的に選定します。 

考え方２：歩行空間のネットワークを確保 
 地区内の回遊性などに配慮し、重点整備地区内の歩行空間のネットワークが確保されるように

配慮します。 

考え方３：将来的なまちづくりをふまえた経路を設定 
 本地区は、大和郡山市の歴史的背景から、細街路が網の目状にはりめぐらされ、早期の歩道設

置や歩道拡幅といった整備が困難な経路が多くあります。しかし、経路の道路機能・役割を考慮

し、将来的なまちづくり計画等の機会をとらえて整備を検討することが必要な路線についても、

経路として設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考え方4：暫定措置として、安全に移動できる経路を確保 
 市民の要望が高い経路の中には、早期の抜本的な改善が困難な経路、都市計画道路として事業

が予定されている経路等があります。これらの経路については中・長期的な対応を行うだけでは

なく、暫定的な措置として短期的に実施可能な措置を行い、安全に移動できる経路を極力確保す

るように努めます。 
 

社会福祉会館への経路 
・ 近鉄郡山駅方面から社会福祉会館への経路として城廻り線が

利用されています。 
・ 城廻り線の横断方策、渋滞解消、歩道のバリアフリー化の要望

が多数出されました。 
・ 本線を地下化する事業計画が進められており現状の課題が解

決される予定です。 

■事業完了までの間も実施可能な取り組みは積極的に行っていきながら、駅から社会福祉

会館までの連続したバリアフリー空間の確保をめざします。 

[意見・現状等] 

[対応方針] 

大和郡山上三橋線 [意見・現状等] 

[対応方針] 

・ 地区内の東西を結ぶ幹線の一つです。 

・ 交通量が多く歩行者、自転車、自動車が交錯し危険であるとい

う意見が多数出されました。 

・ これらの課題を抜本的に解決するためには用地買収等による

道路の拡幅や、地区内の交通規制の見直し等が必要です。しか

し、これらの実現には時間がかかることが想定されます。 

■早期の対応が必要な経路として本計画で位置づけます。 

■溝蓋設置の検討等、当面実施可能な措置は随時対応します。 

■暫定的な経路として、紺屋川から外堀緑地を通る経路を設定します。 
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(2) 生活関連経路の選定 

生活関連経路として選定した路線を示します。 

 

表 ５-２ 生活関連経路 

NO. 管理者 路線名 
道路延長
（m） 

Ａ 奈良県 大和郡山上三橋線 1,400

Ｂ 奈良県 奈良大和郡山斑鳩線 550

Ｃ 奈良県 大和郡山広陵線 350

小計 2,300

ａ 大和郡山市 近鉄三の丸線 500

ｂ 大和郡山市 三の丸線 200

ｃ 大和郡山市 三の丸 2 号線 190

ｄ 大和郡山市 城廻り線 300

ｅ 大和郡山市 城廻り線 190

ｆ 大和郡山市 三の丸今井材木線 300

ｇ 大和郡山市 紺屋東西北線 450

ｈ 大和郡山市 紺屋東西南線 400

ｉ 大和郡山市 三の丸幾知山線 400

ｊ 大和郡山市 新紺屋豆腐藺本線 650

ｋ 大和郡山市 駅前広場線 80

ｌ 大和郡山市 北廻り線 130

ｍ 大和郡山市 箕山線 130

ｎ 大和郡山市 柳町筒井線 300

ｏ 大和郡山市 柳町停車場線 750

小計 4,970

合計 7,270
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図 ５-１ 生活関連経路と生活関連施設 
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第６章 実施すべき特定事業等 
 

６-１ 実施すべき特定事業等の考え方 

JR・近鉄郡山駅周辺地区において実施すべき特定事業等について、バリアフリー新法等に基づ

く考え方を以下に示します。

ハード面の整備 

特 定 事 業 その他の事業 

バリアフリー新法に基づき、基本構想における生活関連

施設、生活関連経路、車両のバリアフリー化を具体化す

るものです。 

・公共交通特定事業 
  公共交通（鉄道・バス・タクシー）に関連するバリアフリー

設備の整備や、車両のバリアフリー化 

・道路特定事業 
 バリアフリー化のための施設（歩道等）の設置や、道路構造

の改良（歩道の拡幅、路面構造の改善等） 

・交通安全特定事業 
 バリアフリー化のために必要な信号機、道路標識又は道路標

示の設置 

・建築物特定事業 
 バリアフリー化のために必要な建築物特定施設（出入り口、

エレベーター、トイレ等）の整備 

・都市公園特定事業 
 都市公園におけるバリアフリー化のために必要な特定公園

施設（出入り口、園路等）の整備 

生活関連施設、生活関連経路

に関するバリアフリー化事

業のうち、特定事業以外の事

業です。 

 ・バスターミナル 

・駅前広場 

 ・案内サイン 

 ・その他 

ソフト面の取り組み 

ソ フ ト 施 策 

すべての人にとっての移動等円滑化を実現するためには、施設のハード整備だけでな

く、ソフト面での施策展開が必要です。バリアフリー化の重要性や移動弱者への理解を

深め、実際の行動につなげる「心のバリアフリー」を推進していきます。 

 ・わかりやすい案内の充実 

・バリアフリー情報の提供 

・広報・啓発 

・迷惑自転車対策 

・駐車場の利用マナーの向上 

・教育 

・当事者の意見を反映するしくみ 

一体的に実施 
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①  特定事業の概要 

・基本構想における生活関連施設、生活関連経路、車両のバリアフリー化を具体化するもので

す。 

・本基本構想に特定事業を定めた場合、その特定事業を実施すべき者には、特定事業計画の作

成とこれに基づく事業実施の義務が課せられます。 

・実施する特定事業の種類は、以下に示すものがあります。 

公共交通特定事業・道路特定事業・都市公園特定事業・建築物特定事業・交通安全特定事業 

・新法における特定事業は、交通安全特定事業を除き、基準適合義務が課せられませんが、で

きる限り移動等円滑化基準に適合するように実施されるべきと考えます。 

・たとえば、建築物の一部を改修する場合など、施設全体で移動等円滑化基準にすべて適合で

きない場合もあります。したがって、必ずしも移動等円滑化基準にすべて適合しないバリア

フリー化などの事業内容であっても、特定事業として積極的に位置付け、段階的なバリアフ

リー化をめざしていきます。 

 

②  移動等円滑化のためのその他の事業の概要 

・生活関連施設、生活関連経路に関するバリアフリー化事業のうち、特定事業に該当しないも

のを記載します。 

・バリアフリー新法の基本方針では、これらに該当するものの例として、生活関連経路を構成

する駅前広場、通路があげられています。 

・サインによる情報提供の充実といった、わかりやすいサインの整備、点字・音声案内の充実

もその他の事業に含まれます。 

 

③  ソフト施策の概要 

・すべての人にとっての移動等円滑化を実現するためには、施設のハード整備だけでなく、ソ

フト面での施策展開が必要です。 

・バリアフリー化の重要性や移動弱者への理解を深め、実際の行動につなげる「心のバリアフ

リー」を推進していきます。 

 

 

 

 
 

 

 

特定事業計画の作成 

○ 公共交通特定事業計画：公共交通事業者が作成 

○ 道路特定事業計画：道路管理者が作成 

○  都市公園特定事業計画：公園管理者が作成 

○ 建築物特定事業計画：建築物の所有者が作成 

○ 交通安全特定事業計画：公安委員会が作成 

  

特
定
事
業
の
実
施 

 

基
本
構
想
の
策
定 

図 ６-１ 基本構想策定から事業化までの流れ 
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６-２ 事業の目標時期 

事業メニューの検討にあたっては、国や県の各種基準、関連のガイドライン等に沿った整備・

改良を基本とするとともに、誰もがより利用しやすいものとするため、できる限り市民のニーズ

を反映した整備を行うことを前提に、各事業者との調整や財政状況をふまえ、目標時期を設定し

ていきます。 

なお目標時期の考え方として、本基本構想の目標年次が平成24年（2012年）から平成33年(2021

年)の 10 年間であることを考慮して、以下のように考えます。 

短期 
概ね 5年 

（平成 28年：2016 年）以内

緊急性を要する、早急な対応が可能といった事業。
経過措置(注 1を用いても整備を実施する。 

中期 
概ね 10 年 

（平成 33年:2021 年）以内 

可能な限りバリアフリー基準に基づいた整備を実
施する。なお、実現性が高まった場合は速やかに
整備を実施する。 

長期 平成 34 年（2022 年）以降 

現段階では事業の実現が困難であるが、実現に向
けてまちづくりの視点をふまえて検討を継続す
る。なお、実現性が高まった場合は速やかに整備
を実施する。 

   注１）経過措置：建物等により有効幅員 2m 以上の歩道幅員の確保が困難な場合など、やむを得ない場

合は、有効幅員 1.5m や歩車共存道路とすることを可能とした措置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【バリアフリーに関する法令等】 【ガイドライン等】 【参考：関連する法令等】 

高齢者、障害者等の移動等の円滑化

の促進に関する法律 

（平成 18年 6月公布、同年 12月施行） 

施行令・施行規則 

移動等円滑化の促進に関する基本方針 

鉄道・バス 

道路など 

公共交通移動等円滑化基準
（国土交通省省令） 

路外駐車場 路外駐車場移動等円滑化基準
（国土交通省省令） 

建築物 

公園 都市公園移動等円滑化基準
（国土交通省省令） 

道路移動等円滑化基準 
（国土交通省省令） 

バリアフリー整備ガイドライン
（旅客施設編・車両等編） 

都市公園の移動等円滑化整備
ガイドライン 

高齢者、障害者等の円滑な移動
等に配慮した建築設計標準 

道路の移動円滑化整備
ガイドライン 

奈良県住みよい福祉

のまちづくり条例 

信号機 
高齢者、障害者等の移動等の
円滑化の促進に係る信号機等
に関する基準を定める規則 
（国家公安委員会規則） 

道路交通法施行令第二条 
道路標識に関する法第三十六条 
道路標示に関する法第三十六条 

道路法 
道路構造令 
道路構造令施行規則 

都市公園法 
都市公園法施行令 
都市公園法施行規則 

駐車場法 
駐車場法施行令 
駐車場法施行規則 

建築物移動等円滑化基準 
建築物移動等円滑化誘導基準 
（国土交通省省令） 



6-4 

６-３ 実施すべき特定事業等 

(1) 公共交通特定事業等 

・鉄道駅（JR 郡山駅） 事業者：西日本旅客鉄道株式会社  

整備目標 整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期 
10年以上

備考

トイレの改良 □多機能トイレに多目的シートを設置   〇 *1 

■内方線付点状ブロックの設置  〇   ホームの 

安全性確保 □電光表示板の新設   〇  

□音声案内や文字による運行情報の充実   〇  
案内情報の 

わかりやすさ 
□非常時の連絡手段の確保 

（事故発生時・災害時・エレベーター緊急停車時等）
  ○  

*1：現在の多機能トイレには充分な設置スペースがないため、駅舎の大規模改築時に多目的シートの設置を検討。 

・鉄道駅（近鉄郡山駅） 事業者：近畿日本鉄道株式会社  

整備目標 整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期 
10年以上

備考

ホームの 

安全性確保 
■内方線付点状ブロックの設置 〇   *1 

□音声案内や文字による運行情報の充実   〇  
案内情報の 

わかりやすさ 
□非常時の連絡手段の確保 

（事故発生時・災害時等） 
  ○  

□多機能トイレに多目的シートを設置    *2 
トイレの改良 

□利用しやすい位置へのトイレの移設    *3 

□東側改札付近の階段の改善    *4 
移動経路の 

円滑化 
□下りホームスロープの視覚障害者誘導方策

の検討 
〇   *5 

*1：自治体補助を前提とする。 
*2：現在のトイレはガイドラインに適合しており整備済。今後、ガイドラインの改定等をふまえ必要に応じて設

置を検討。 
*3：トイレは 1駅 1箇所が原則。駅舎の大規模改築時に利用しやすい位置へのトイレの設置を検討。 
*4：駅舎周辺の面的な開発等の状況をふまえ必要に応じて改善を検討。 
*5：ガイドラインに適合(下端および上端には警告ブロック設置、中間は誘導ブロックなし)しており整備済。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6-1 JR 郡山駅のホーム 写真 6-2 近鉄郡山駅の下りホームスロープ
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・バス 事業者：奈良交通株式会社  

整備目標 整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期 
10年以上

備考

■ノンステップバスの導入  〇  *1 
車両 

■車内への電光表示板の設置  〇  *2 

□ノンステップバス運行情報の提供  〇  *3 

□わかりやすい時刻表や路線図の検討 〇    

□障害者（視覚・聴覚・知的等）に配慮した情報

提供方策の検討 
  〇  

案内情報の 

わかりやすさ 

□バスロケーションシステムの導入検討   〇 *4 

*1：平成 23年 10 月現在、11%（35 両中 4両）を順次バリアフリー適合車両とする。 

*2：今後導入するバリアフリー適合車両には順次、次の停留所名を表示できる機器を設置。 

*3：バリアフリー適合車両導入状況に併せて、運行情報を提供。 

*4：システム導入には莫大な初期投資、維持管理が必要であり、事業者単独での実施は困難。 

  
 写真 6-3 ノンステップバス（奈良交通）  

 

・タクシー 事業者：タクシー事業者  

整備目標 整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期 
10年以上

備考

■福祉タクシーの導入   〇  
車両 

□観光客の利用もふまえた福祉タクシーの利用促進   〇  

  
 写真 6-4 介護仕様車両（三都交通株式会社）  
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(2) 道路特定事業等 

・生活関連経路（県道） 事業者：奈良県  

整備目標 
路線名 区間 

整備内容 

■：特定事業  

□：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期
10年以上

備考

■側溝蓋の設置 〇    

■路側線の改良 〇    歩行空間

の改善 ■支障物件の移設・安全対

策（電柱） 
〇    

歩行空間

の確保 

□安全な歩行空間の確保

方策を継続的に実施 
〇 

 

  

Ａ.大和郡

山上三橋線 

北廻り線-

箕山線 

踏切の 

改善 

□障害者でも安全に横断

できる踏切の検討 

（九条第 12 号踏切） 

〇 

 

 *1 

■都市計画道路整備を見

据えた歩道の改善（老朽

箇所の修繕・グレーチング

の見直し等） 

〇    
Ｂ.奈良 

大和郡山斑

鳩線 

新紺屋豆

腐藺本線-

社会福祉

会館 

歩道の 

改善 □都市計画道路整備の推

進（都市計画道路城廻り線

の整備による安全な歩行空

間の確保） 

 〇   

■歩道の改善  〇   
Ｃ.大和郡

山広陵線 

大 和 郡 山

上三橋線-

柳 町 停 車

場線 

歩道の 

改善 ■視覚障害者誘導用ブロ

ックの設置・改善 
 〇   

*1：踏切の管理者である「近畿日本鉄道株式会社」と連携して実施。 

   
 写真 6-5 大和郡山上三橋線 写真 6-6 九条第 12 号踏切 

   

 

 

 

 

 写真 6-7 奈良大和郡山斑鳩線 写真 6-8 大和郡山広陵線 

継続実施 

継続実施 
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・生活関連経路（市道） 事業者：大和郡山市 

整備目標 
路線名 区間 

整備内容 

■：特定事業  

□：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期
10年以上

備考

■段差の解消（歩道と車道乗

り入れ部や横断歩道との段

差の解消） 

〇    

■舗装等の改良（路面のデ

コボコの改良） 
〇    

■交差点接続部の改良（視

覚障害者も安全に横断でき

る交差点への改良：西友北

側横断歩道） 

 〇   

■有効幅員の確保（有効幅

員の確保による連続した歩

行空間の形成） 

  〇  

ａ.近鉄 

三の丸線 

三の丸線-

奈良大和

郡山斑鳩

線 

歩道の 

改善 

■視覚障害者誘導用ブロ

ックの設置・改善（老朽

箇所の修繕や連続した敷

設） 

〇    

■段差の解消（歩道と車道乗

り入れ部や横断歩道との段

差の解消） 

〇    

■舗装等の改良（路面のデ

コボコの改良） 
〇    

■交差点接続部の改良（視

覚障害者も安全に横断でき

る交差点への改良：西友北

側横断歩道） 

 〇   

■有効幅員の確保（有効幅

員の確保による連続した歩

行空間の形成） 

  〇  

ｂ. 

三の丸線 

大和郡山

上三橋線-

近鉄三の

丸線 

歩道の 

改善 

■視覚障害者誘導用ブロ

ックの設置・改善（老朽

箇所の修繕や連続した敷

設） 

〇    

 

   
 写真 6-9 近鉄三の丸線 写真 6-10 三の丸線 
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整備目標 
路線名 区間 

整備内容 

■：特定事業  

□：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期
10年以上

備考

■段差の解消（歩道と車道乗

り入れ部や横断歩道との段

差の解消） 

〇    

■舗装等の改良（路面のデ

コボコの改良） 
〇    

■有効幅員の確保（有効幅

員の確保による連続した歩

行空間の形成） 

  〇  

ｃ. 

三の丸 

2 号線 

大和郡山

上三橋線-

近鉄三の

丸線 

歩道の 

改善 

■視覚障害者誘導用ブロ

ックの設置・改善（老朽

箇所の修繕や連続した敷

設） 

〇    

■段差の解消（歩道と車道乗

り入れ部や横断歩道との段

差の解消） 

〇    

■舗装等の改良（路面のデ

コボコの改良） 
〇    

■支障物件の改善（バリア

フリーに配慮した車止めの

改善） 

〇    

ｄ. 

城廻り線 

外堀緑地

北門- 

大和郡山

上三橋線 

歩道の 

改善 

■視覚障害者誘導用ブロ

ックの設置・改善（老朽

箇所の修繕や連続した敷

設） 

〇    

 

   
 写真 6-11 三の丸 2 号線 写真 6-12 城廻り線 
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整備目標 
路線名 区間 

整備内容 

■：特定事業  

□：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期
10年以上

備考

■段差の解消（歩道と車道乗

り入れ部や横断歩道との段

差の解消） 

〇    

■舗装等の改良（路面のデ

コボコの改良） 
〇    ｅ. 

城廻り線 

郡山北小

学校東- 

新紺屋豆

腐藺本線 

歩道の 

改善 
■視覚障害者誘導用ブロ

ックの設置・改善（老朽

箇所の修繕や連続した敷

設） 

〇    

ｆ. 

三の丸 

今井材木線 

新紺屋豆

腐藺本線-

近鉄三の

丸線 

移動等円 

滑化の 

向上 

■市役所への移動等円滑
化の検討（舗装等の改良、

段差の解消、有効幅員の確

保、視覚障害者誘導用ブロ

ックの整備・改良等による

市役所への移動ルートの円

滑化） 

〇    

□転落防止策の検討（周辺

の景観等に調和した、移動

弱者や夜間の転落防止策を

検討） 

〇    ｇ. 

紺屋 

東西北線 

外堀緑地-

近鉄三の

丸線 

歩行空間 

の確保 □歩行空間の確保の検討
（歴史や景観に配慮した歩

行空間の確保方策を検討）

〇    

□転落防止策の検討（周辺

の景観等に調和した、移動

弱者や夜間の転落防止策を

検討） 

〇    ｈ. 

紺屋 

東西南線 

外堀緑地- 

近鉄三の

丸線 

歩行空間 

の確保 □歩行空間の確保の検討
（歴史や景観に配慮した歩

行空間の確保方策を検討）

〇    

   
 写真 6-13 城廻り線 写真 6-14 三の丸今井材木線 

 

 

 

 

 写真 6-15 紺屋東西北線・南線 
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整備目標 
路線名 区間 

整備内容 

■：特定事業  

□：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期
10年以上

備考

踏切の 

改善 

■踏切の改善方策の検討 

（九条第 10 号踏切） 
〇 

 
 *1 

ｉ. 

三の丸 

畿知山線 

近鉄三の

丸線- 

郡山高等

学校 

歩行空間 

の確保 

□歩行空間の確保の検討

（城跡公園の整備計画と連

携した歩行空間の確保方策

を検討） 

〇    

■視覚障害者誘導用ブロ

ックの設置・改善（老朽

箇所の修繕） 

〇    
ｊ. 

新紺屋豆腐

藺本線 

大和郡山

上三橋線-

奈良大和

郡山斑鳩

線 

歩道の 

改善 ■支障物件の改善（バリア

フリーに配慮した車止めの

改善） 

〇    

ｋ. 

駅前 

広場線 

北廻り線

-JR 郡山駅

歩道の 

改善 

■視覚障害者誘導用ブロ

ックの設置・改善（老朽

箇所の修繕） 

〇    

ｌ. 

北廻り線 

大和郡山

上三橋線-

駅前広場

線  

歩道の 

改善 

■視覚障害者誘導用ブロ

ックの設置・改善（老朽

箇所の修繕） 

〇    

*1：踏切の管理者である「近畿日本鉄道株式会社」と連携して実施。 

 

   
 写真 6-16 三の丸畿知山線 写真 6-17 新紺屋豆腐藺本線 

   
 写真 6-18 駅前広場線 写真 6-19 北廻り線 

継続実施 



6-11 

 

整備目標 
路線名 区間 

整備内容 

■：特定事業  

□：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期
10年以上

備考

ｍ. 

箕山線 

大和郡山

上三橋線-

田北病院 

歩道の 

改善 

■有効幅員の確保（有効幅

員の確保による連続した歩

行空間の形成） 

  〇  

ｎ. 

柳町 

筒井線 

大和郡山

上三橋線-

柳町停車

場線 

歩行空間 

の確保 

□歩行空間の確保の検討

（地元や関係者との協議の

うえ交通規制も含めた歩行

空間確保） 

〇    

ｏ. 

柳町 

停車場線 

大和郡山

上三橋線-

柳町筒井

線  

歩行空間 

の確保 

□歩行空間の確保の検討

（地元や関係者との協議の

うえ交通規制も含めた歩行

空間確保） 

〇    

 

   
 写真 6-20 箕山線 写真 6-21 柳町筒井線 

   
 写真 6-22 柳町停車場線 
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図 ６-２ 道路特定事業等の位置 

 

 都市計画道路整備を見据えた

歩道の改善 

 都市計画道路整備の推進 

 歩道の改善 

 視覚障害者誘導用ブロックの

設置・改善 

 段差の解消 

 舗装等の改良 

 交差点接続部の改良 

 有効幅員の確保 

 視覚障害者誘導用ブロックの設

置・改善 

 段差の解消 

 舗装等の改良 

 有効幅員の確保 

 視覚障害者誘導用ブロックの設

置・改善 

 段差の解消 

 舗装等の改良 

 支障物件の改善 

 視覚障害者誘導用ブロックの設

置・改善 
 市役所への移動等円滑

化の検討 

 踏切の改善方策の検討（九条第

10 号踏切） 

 歩行空間の確保の検討 

 視覚障害者誘導用ブロックの設置・改善 

 支障物件の改善 

 視覚障害者誘導用ブロックの設

置・改善 

 視覚障害者誘導用ブロックの設

置・改善 

 歩行空間の確保の検討 

 歩行空間の確保の検討 

 有効幅員の確保 

 側溝蓋の設置 

 路側線の改良 

 支障物件の移設・安全対策 

 安全な歩行空間の確保方策を

継続的に実施 

 障害者でも安全に横断できる

踏切の検討（九条第 12 号踏切） 

 転落防止策の検討 

 歩行空間の確保の検討 

 段差の解消 

 舗装等の改良 

 視覚障害者誘導用ブロックの設

置・改善 

Ａ.大和郡山上三橋線 

Ｂ.奈良大和郡山斑鳩線 

Ｃ.大和郡山広陵線 

ａ.近鉄三の丸線 

ｉ.三の丸幾知山線 

 段差の解消 

 舗装等の改良 

 交差点接続部の改良 

 有効幅員の確保 

 視覚障害者誘導用ブロックの設

置・改善 

ｍ.箕山線 

ｃ.三の丸 2 号線 

ｂ.三の丸線 

ｄ.城廻り線 

ｆ.三の丸今井材木線 

ｊ.新紺屋豆腐藺本線 

ｅ.城廻り線 

ｋ.駅前広場線 

ｌ.北廻り線 

ｏ.柳町停車場線 

ｎ.柳町筒井線 

ｇ.紺屋東西北線 

ｈ.紺屋東西南線 



6-13 

(3) 交通安全特定事業等 

・事業者：公安委員会  

整備目標 交差点名

等 

整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期 
10年以上

備考

市役所前 ■高齢者等感応化機能の整備（青時間延長押ボタン） 〇    

■視覚障害者付加機能の整備（音響式信号機） 〇    新紺屋町 

交差点 ■高齢者等感応化機能の整備（青時間延長押ボタン） 〇    

■視覚障害者付加機能の整備（音響式信号機）  〇   北郡山 

交差点 ■高齢者等感応化機能の整備（青時間延長押ボタン）  〇   

西友西側 ■高齢者等感応化機能の整備（青時間延長押ボタン）  〇   

JR 郡山駅 

東側 
■高齢者等感応化機能の整備（青時間延長押ボタン）  〇   

社会福祉 

会館前 

□安全な横断対策の実施（（都）城廻り線整備に伴う、

城廻り線の安全な横断対策の実施） 
  〇  

城ホール 

北側 

□安全な横断対策の実施（（都）城廻り線整備に伴う、

城廻り線の安全な横断対策の実施） 
  〇  

近鉄郡山

駅周辺 

□安全な横断対策の実施（近鉄郡山駅周辺の整備状況

にあわせて安全な横断方策を実施） 
  〇  

城ホール西

横断歩道 
□信号の設置    *1 

箱本館西 

横断歩道 
□信号の設置    *1 

JR郡山駅西 

横断歩道 
□信号の設置    *1 

*1：信号の設置については道路形状、交通量、交通事故発生件数等総合的な判断が必要。 

   
 写真 6-23 市役所前交差点 写真 6-24 新紺屋町交差点 
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(4) 建築物特定事業等 

・大和郡山市役所 事業者：大和郡山市 

整備目標 整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期 
10年以上

備考

移動円滑化 

された経路 

■歩道から出入り口まで移動円滑化された経

路を確保 
 〇   

■エレベーターの改善 
（点字表示の設置、音声案内の導入、手すりや呼び出

しボタン等の改善等） 
〇    

■エレベーターの改修 
（施設の建替え時にバリアフリーに配慮したエレベー

ターの大幅改善） 
  〇 *1 

■多機能トイレに多目的シートを設置 〇    

■洋式トイレの増設  〇   

施設の改善 

■トイレの改善 

（点字表示の設置、音声案内の導入等） 
〇    

□歩道から出入り口まで連続した適切な視覚

障害者誘導用ブロックを設置 
〇    

□施設内の視覚障害者誘導用ブロックの改

善・新設 
〇    

□視覚障害者や聴覚障害者に配慮したシステ

ム導入に向けた検討 
〇    

案内情報の 

わかりやすさ 

□緊急時もふまえたわかりやすい情報提供の

方策について継続的に検討 
〇    

*1：施設の建替え時に併せて実施。 

   
 写真 6-25 出入口付近の視覚障害者誘導用ブロック 写真 6-26 トイレ 

   

 写真 6-27 エレベーター 
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・大和郡山市社会福祉会館 事業者：大和郡山市 

整備目標 整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期 
10年以上

備考

■エレベーターの改善 

（点字表示の設置） 
〇    

■エレベーターの改善 

（音声案内の導入等） 
  〇 *1 

■エレベーターの改修 

（施設の建替え時にバリアフリーに配慮したエレベー

ターの大幅改善） 

  〇 *1 

■多機能トイレに多目的シートを設置 〇    

■多機能トイレの便座の改善 〇    

■多機能トイレの照明の自動化 〇    

施設の改善 

■洋式トイレの増設 〇    

□施設内の視覚障害者誘導用ブロックの改

善・新設 
〇   *2 

□視覚障害者や聴覚障害者に配慮したシステ

ム導入に向けた検討 
 〇   

案内情報の 

わかりやすさ 

□緊急時もふまえたわかりやすい情報提供の

方策について継続的に検討 
〇    

□施設内照明の改善（節電対策や利用者の意見をふ

まえて、適切な照度を確保） 
〇    

その他 
□まちづくりの動向をふまえ、利便性の高い場

所への移設の検討 
〇    

*1：施設の建替え時に併せて実施。 

*2：抜本的な改善は建替え時に実施。 

   
 写真 6-28 トイレ 写真 6-29 エレベーター 
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・三の丸駐車場 事業者：社会福祉協議会 

整備目標 整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期 
10年以上

備考

■駐車スペースの検討 

（車いす利用者が安全に駐車できる駐車マスの位置と

経路を検討） 

〇    

施設の改善 
□係員のサービス向上と周知 

（身障者用駐車マス利用者への案内・誘導の徹底と、

告知すれば介助する旨の周知） 

〇 

 
  

□トイレのわかりやすい案内サインの設置 〇    
案内情報の 

わかりやすさ 
□聴覚障害者等に配慮したわかりやすい駐車

料金支払いシステムの検討 
〇    

その他 
□施設内照明の改善（節電対策や利用者の意見をふ

まえて、適切な照度を確保） 
〇    

  
 写真 6-30 三の丸駐車場 

 

・西友大和郡山店 事業者：合同会社西友 

整備目標 整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期 
10年以上

備考

移動円滑化 

された経路 

□大規模改築時に店内外からスムーズに利用

できるエレベーターの設置を検討 
  〇  

施設の改善 
■エレベーターの改善 

（点字表示の設置、インターフォンの設置） 
〇    

案内情報の 

わかりやすさ 
□エレベーターの案内サインを店舗内に設置  〇   

その他 
□放置自転車対策の継続実施（大和郡山市や警察

と協力して、来店者に自転車マナー向上を啓発） 
〇 

 
  

  

  

 

継続実施 

継続実施 

写真 6-31 西友大和郡山店 （エレベーターへの経路） 
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(5) 都市公園特定事業等 

・城跡公園・三の丸緑地 事業者：大和郡山市 

整備目標 整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期 
10年以上

備考

□バリアフリーに配慮した情報提供 

（車いす・ベビーカー利用者、視覚障害者、聴覚障害者等が城跡公園

を利用する際の利用ルートや注意事項、トイレ等の施設状況について

情報提供） 

〇    

■公園内のトイレの整備 

（公園利用者の動線や利用状況をふまえ、障害者、乳幼児連れ等に配慮

した多機能トイレの改善・整備） 

〇   *1 

□歴史に配慮した公園内のバリアフリー化の推進 

（郡山城跡の歴史・文化や周辺景観との調和に配慮しつつ、都市公園移

動等円滑化基準等に準じた公園のバリアフリー化を「郡山城跡公園基

本計画見直し業務」と連携しながら推進） 

〇   *1 

 *1：公園内は一部民有地部分があり、改修等については、公園全体の計画にあわせて整備を検討。 

 
 写真 6-32 城跡公園内のトイレ 

 

・外堀緑地 事業者：大和郡山市 

整備目標 整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期 
10年以上

備考

■移動円滑化された経路の確保 

（生活関連経路の一部として移動円滑化された経路を確保するため、車

いすやベビーカーでも移動しやすい舗装への改善、縦断勾配のきつい

箇所の改善、視覚障害者や聴覚障害者に配慮した案内誘導方策、夜間

の照明等について検討し、随時整備していく。なお、これらの検討に

あたっては歴史・文化や景観にも配慮する） 

〇    

  
 写真 6-33 外堀緑地（北門） 
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(6) その他事業 

・バスターミナル 事業者：大和郡山市 

整備目標 整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期 
10年以上

備考

□バスターミナルの改善 

（歩行者動線やバスの動線等の見直し、上屋・ベンチ等の設備、案内

板等の案内誘導施設の改善） 

 〇   

 

 
 写真 6-34 バスターミナル 

 

・近鉄郡山駅周辺 事業者：大和郡山市 

整備目標 整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
短期
5年 

中期
10年

長期 
10年以上

備考

□大和郡山上三橋線と連携した既存施設等の改善 

（大和郡山上三橋線と連携を図りながら、既存施設等（案内サイン・ポ

ケットパーク等）の見直し等を実施） 

〇   *1 

□近鉄郡山駅周辺整備について 

（移動等の円滑化に向けたバリアフリーについてハード、ソフト両面か

らの取り組みを進めつつ、全体的なまちづくりの中で駅周辺整備の実

現化に向けた検討を行う） 

   *2 

*1：大和郡山上三橋線は道路特定事業等として「6-6」頁に記載。事業者は奈良県。  

*2：駅周辺整備に対する要望が多く、本市の大きな行政課題の一つとして認識。総合的な視点で検討すべき課題。  

 

 
 写真 6-35 近鉄郡山駅周辺 
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(7) ソフト施策 

ハード面のバリアフリー化も必要ですが、実際の利用者にとって利用しやすいものとなるため

には、運営に従事する職員の応対や施設等の利用に関するわかりやすい情報提供などソフト面と

一体となった総合的な取り組みがより一層求められます。さらに、ハード、ソフトの取り組みの

充実に加えて、支援を必要とする方々の自立した日常生活や社会生活を確保することの重要性に

ついて理解を深め、自然に支え合うことができるようにする「心のバリアフリー」を推進してい

きます。 

 

＜わかりやすい案内の充実＞ 

整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
主な担当・窓口 

□だれにでもわかりやすい案内表示（サイン）の設置 

本地区には城跡公園等が立地し来訪者が多いこともふまえ、障害者等

だけでなく、初めて訪れた来訪者を含め、周辺の景観にも調和しただ

れにでもわかりやすい案内表示（サイン）の設置 

県：道路・交通環境課

市：都市計画課 

その他担当部署 

□介助・接遇マニュアルの作成 

公共施設や観光施設の案内員等の介助・接遇スキルの向上をめざした

マニュアルの作成・配布 

市：地域振興課 

介護福祉課 

□来訪障害者等への移動支援のしくみづくりの検討 

来訪障害者等への移動支援の先進事例の調査・研究と本市への導入可

能性の検討 

市：地域振興課 

厚生福祉課 

□障害者に配慮した案内・情報システムの導入検討 

障害者に配慮した案内・情報システムの開発・研究動向をふまえたシ

ステム導入の可能性の検討 

県：道路・交通環境課

市：企画政策課 

 

＜バリアフリー情報の提供＞ 

整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
主な担当・窓口 

□バリアフリーマップの作成・配布 

主に障害者が移動する際に参考となる経路や施設等のバリアフリー

状況をとりまとめたマップの作成・配布 

県：地域福祉課 

道路・交通環境課

市：都市計画課 

□バリアフリーの取り組みに関する情報提供 

バリアフリー化事業や関連する取り組みに関する進捗状況やスケジ

ュール等の情報を開示 

県：道路・交通環境課

市：都市計画課 

 

＜広報・啓発＞ 

整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
主な担当・窓口 

□広報・啓発活動の推進 

人権意識の高揚を図り、バリアフリーに対する理解を深めるための各

種取り組みを実施 

県：人権施策課  

市：人権施策推進課 
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＜迷惑自転車対策＞ 

整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
主な担当・窓口 

□自転車のマナー向上を図る啓発活動 

警察等と連携し、駐輪や自転車走行マナーの向上を図るための啓発活

動を実施 

小学生を対象にした自転車マナー向上の取り組みを実施 

県：安全・安心まちづ

くり推進課 

市：市民安全課 

 

＜駐車場の利用マナーの向上＞ 

整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
主な担当・窓口 

□身障者用駐車マスの利用マナー向上を図る啓発活動 

各施設管理者等と連携し、身障者用駐車マスの利用マナーの向上を図

るための啓発活動を実施 

県：地域福祉課  

市：厚生福祉課 

 

＜教育＞ 

整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
主な担当・窓口 

□学校におけるバリアフリー教育の実施 

学校において、バリアフリー教室の開催や、バリアの現地点検等の取

り組みを実施 

県：学校教育課 

市：学校教育課 

□市職員のバリアフリー教育訓練研修の充実 

市職員を対象としたバリアフリーに関する研修の実施や手話のでき

る職員の配置 

市：秘書人事課 

□社員のバリアフリー教育訓練研修の充実 

社員を対象とした介助・接遇スキルの向上やバリアフリーに関する研

修を継続実施 

西日本旅客鉄道株式

会社・近畿日本鉄道株

式会社・奈良交通・タ

クシー事業者 

□事業者向けバリアフリー教育訓練研修の実施 

障害者への接遇・介助水準の向上のための研修を実施 

県：道路・交通環境課

市：都市計画課 

 

＜当事者の意見を反映するしくみ＞ 

整備内容 

■：特定事業 □：その他事業・ソフト事業 
主な担当・窓口 

□バリアフリー整備の推進に当事者の意見を反映するしくみ

の構築 

基本構想策定後の事業実施計画の検討において、具体的な計画内容を

検討する際に、当事者の意見を反映するしくみを構築 

県：地域福祉課 

道路・交通環境課

市：都市計画課 
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第７章 今後の取り組みの方向性 
 

７-１ 段階的・継続的な取り組み（スパイラルアップ）に向けての体制 

本構想が一過性の取り組みで終わることがないよう、策定後も事業の着実な実施・評価・改善

を図っていく等、継続的な改善の取り組みを行っていきます。基本理念に記載しているようにハ

ード面とソフト面の取り組みをバランスよく推進するためにも、今後も市民等の参画のもと、公

共交通事業者、道路管理者、建築物管理者、公安委員会、関係行政機関等で構成する組織を設置

します。そして、本組織を中心として適宜事業の評価を行い、必要に応じて見直すＰＤＣＡサイ

クルにより、事業スケジュールの適切な管理と事業の質の確保を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７-１ 継続的な組織のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７-２ 基本構想策定後の進め方のイメージ 

 

 

［事業者］ 

［住 民］ 

■特定事業計画の作成、事業の推進 

■適切な維持管理の継続 

■整備に対するニーズ、要望 

■事業の進捗、整備、維持管理状況等の把握 

■計画の進行管理（年に 1 回程度開催） 

 ・事業者からの報告 
 ・障害者、住民委員等からの意向 
 ・改善方針等の検討、確認 

基
本
構
想
の
見
直
し 

継 

続 

実 

施 

中期５年間 

 

大和郡山市移動等円滑

化推進協議会（仮称） 

・学識経験者 

・事業者 

・障害者 

・高齢者等 

・行政 

など 

バリアフリー基本構想 

特定事業計画等の作成 

特定事業等の実施 

課 題 

進捗状況等の報告 

事後評価 

＊ＰＤＣＡ：「計画（Plan）」を立て、「実施（Do）」し、実施結果を「確認（Check）」して、計画からずれて

いれば、「修正する措置（Action）」をとり、この過程を継続して質の向上を進めるものです。 

意見・要望 

［継続的 

 な組織］ 
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７-２ 市全体でのバリアフリー化の推進 

本基本構想では、優先的にバリアフリー化を図るべき重点整備地区を中心として策定されまし

た。しかし、重点整備地区以外の施設や経路等に対する改善要望もたくさん頂きました。 

この基本構想で示したバリアフリー化の基本理念と方向性の考え方を、さらに重点整備地区外

のまちづくりへと展開していくことも重要です。総合計画や都市計画マスタープランといった上

位計画も含め、幅広い発想のもと、市のまちづくりを進めていきます。また、市民からの要望が

高い箇所や緊急に対応が必要な事項については、適宜対応を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７-３ 市全体でのバリアフリー化に向けて 

市役所 

図書館 鉄道駅 

鉄道駅 

福祉施設 

バス停

鉄道駅を含まない区域 

病院 

バス停

鉄道駅を含む区域 

優先的にバリアフリー化 

 ⇒「重点整備地区」 

最終目標は 

市全体のバリアフリー化 

重点整備地区の拡充や追加 
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７-３ 災害時におけるバリアフリー  

バリアフリー新法は日常時におけるバリアフリー化を目的として定められているので、本基

本構想では、災害時におけるバリアフリーについて定めてはいません。しかし、災害時におけ

るバリアフリーは、すべての市民の安全を確保するために非常に重要な課題であると認識しま

す。本基本構想で定める施設のハード整備や、心のバリアフリーを推進し、日常時のバリアフ

リー化が進んでいくことが、災害時におけるバリアフリーにもつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７-４ 避難時のポイント 

参考：「東日本大震災における視覚障害者の避難について（近畿大学・柳原崇男）」をもとに加筆 

自助 

共助（家族）

共助（地域・近所）

共助（地域・組織）

避難場所・ 

避難経路の確認 

家族がいない場合の避難方法、

連絡方法の確認 

近所の人に災害要援護者がいることに対する認識 

自主防災組織など、地域組織としての活動の有無 

公 助 

行政（消防・警察含む）、

自衛隊、ライフライン各社

を始めとする公共企業等

による取り組み 

＊防災対策の基本である「自助」、「共助」、「公助」が連携することで防災対策は効果を発揮します。これ

らの理念に基づき大和郡山市でも、自主防災組織の推進、災害時要援護者の避難支援計画に基づく情報の

共有化を進めています。 
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７-４ 持続可能な交通体系の構築 

バリアフリー新法では、主に施設や歩道のハード整備による移動等の円滑化を図っていくこと

を目的としています。しかし、誰もが安全・安心に移動できるためには多様な交通手段の確保が

求められます。例えば、なんらかのハンディにより通常の交通機関が使えない方のために提供さ

れる公共交通（スペシャルトランスポート）として、施設送迎バスの充実や、共助的なドア・ツ

ー・ドアサービスといった新たな移動手段も含めた、持続可能な交通体系の構築に向け、関係者

と共に検討を行っていきます。 

 

 

７-５ 子育て世代のバリアフリー 

子育て世代からも、道路や歩道のバリアに関して多くの意見を頂きました。歩道の段差やデコ

ボコはベビーカーや妊婦にとっては大きなバリアとなっています。また、小さな子どもを連れて

の歩道のない道路の移動は危険であることが指摘されています。さらに、マタニティマークの普

及と理解、授乳スペースの確保、スーパーやレストランでの子どもに配慮したサービスの充実、

子どもが安心して遊べる場所の確保、外出時の子連れへの手助けといった要望もありました。本

基本構想に基づき道路や施設のバリアフリー化を進めていきますが、子育てしやすいまちづくり

に向けて市民、民間事業者、行政等の多様な関係者が協働して多方面からの支援や取り組みを行

うことが重要です。 

 

 

７-６ 観光バリアフリーの推進 

本基本構想の対象者には、大和郡山市の来訪者も含まれています。JR・近鉄郡山駅周辺地区に

は、城跡公園をはじめとした市を代表する観光施設や文化・歴史資源が点在し、多くの観光客が

訪れています。だれもが安心して観光ができるよう、本基本構想に基づき施設のバリアフリー化

を推進するとともに、例えば観光ボランティアガイド等による移動支援や移動弱者向けの観光ル

ートの提案等、観光振興や活性化に向けたまちづくりと一体となった観光バリアフリーの推進を

めざしていきます。 
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参考資料２：経過 

○障害者団体へのヒアリング調査 （H23.9） 

 アンケート調査やワークショップでは充分な意見を言うことが困難な障害者を対象に、移動時

に感じる問題や課題についての詳細な意見を収集するために実施しました。 

   
 

○第１回協議会 (H23.10.6) 

【主な確認事項】 

・ 協議会の立ち上げ、進め方・調査方法の確認 

・ 重点整備地区の選定、基本方針 

 
 

○アンケート調査 （H23.10～11） 

 住民の移動全般のバリアフリーに対する意識やニーズの全体的な傾向を定量的に把握するた

めに実施しました。 
 

○ワークショップ （H23.10.27） 

 JR・近鉄郡山駅周辺にどのようなバリアがあるのか、障害者、住

民、高齢者等と共に意見交換をしながら、詳細な意見を幅広く収集

するために実施しました。 

 
 

○駅利用者ヒアリング調査 （H23.11.8） 

 基本構想の趣旨が、駅から駅周辺の施設への移動円滑化であるこ

とをふまえ、駅利用者の意識や移動特性を把握するために実施しま

した。 

 
 

○第２回協議会 (H23.11.18) 

【主な確認事項】 

・ 重点整備地区の範囲、生活関連施設、生活関連経路 

 



 

○タウンウォッチング （H23.12.2） 

 移動の円滑化を図っていく施設や経路を中心に現地点検を行い、

具体的な整備検討のための基礎資料とするために実施しました。 

 
 

○第３回協議会 (H23.12.16) 

【主な確認事項】 

・ 問題点・課題、整備（案） 

 
 

○子育て世代の移動等に関する調査 （H23.12.22） 

 移動弱者でもある子育て世代（未就学児の保護者）の移動等のバリアを収集するために、調査

票を配付しご協力いただきました。 
 

○第４回協議会 (H24.1.26) 

【主な確認事項】 

・ 基本構想（素案） 

 
 

○パブリックコメント （H24.2.17～H24.3.9） 

 基本構想（素案）に対する市民の意見を公募しました。 
 

○第５回協議会 (H24.3.23) 

【主な確認事項】 

・ 基本構想（案） 

 

○基本構想を策定 H24.3 
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